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百、千刧経て、器用な手で復元された
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宗
教
的
情
操

●
扉
の
言
葉　
文
・
證
厳
法
師　

訳
・
済
運　

撮
影
・
黄
筱
哲

宗
教
的
情
操
を
育
め
ば
、

社
会
で
争
い
ご
と
が
起
き
な
く
な
り
ま
す
。

純
真
で
善
良
な
心
を
し
っ
か
り
守
り
、

志
を
同
じ
く
し
て
奉
仕
す
る
の
で
す
。

群
衆
に
混
じ
っ
て
も
清
ら
か
な
心
が
汚
染
さ
れ
ず
、

着
実
に
誠
心
誠
意
で
歩
み
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

生
命
を
尊
重
す
る
心
で
以
て
、

仏
教
の
為
、
衆
生
の
為
に
尽
く
す
の
で
す
。
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訳
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春
節
前
の
二
月
六
日
、
衛
生
福
利
部
（
以
下
衛
福
部
）
は
医
学
セ
ン
タ
ー
評
価

結
果
を
公
表
し
、
台
北
慈
済
病
院
が
準
医
学
セ
ン
タ
ー
か
ら
正
式
に
医
学
セ
ン

タ
ー
に
昇
格
し
た
。
台
北
慈
済
病
院
の
趙
有
誠
（
ジ
ャ
オ
・
ヨ
ウ
チ
ョ
ン
）
院
長
は
、

病
院
が
一
丸
と
な
っ
て
、
よ
り
充
実
し
た
医
療
を
提
供
し
て
患
者
さ
ん
に
向
き
合

い
、
恵
ま
れ
な
い
人
々
や
独
居
高
齢
者
な
ど
の
ケ
ア
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
を

嘱
望
し
た
。

慈
済
は
台
湾
全
土
で
八
病
院
を
運
営
し
て
い
る
が
、
都
市
部
か
地
方
か
を
問
わ

ず
、
ま
た
医
療
事
業
に
よ
る
損
益
に
も
と
ら
わ
れ
ず
、
非
営
利
の
財
団
法
人
医
療

機
構
と
し
て
、
證
厳
法
師
が
一
九
八
○
年
代
に
病
院
を
創
設
し
た
時
の
初
心
を
受

け
継
ぎ
、
病
気
で
苦
し
ん
で
い
る
人
た
ち
に
対
す
る
抜
苦
与
楽
を
目
的
と
す
る
宗

旨
を
貫
き
通
し
て
い
る
。

春
節
の
間
、
花
蓮
の
静
思
精
舎
は
新
年
の
雰
囲
気
に
満
ち
、
国
内
外
か
ら
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
、
法
師
や
精
舎
の
常
住
師
父
た
ち
と
共
に
新
年
を
祝
う
た
め
に
滞

在
し
た
。
ま
た
、
除
夕
（
春
節
の
前
日
）
の
前
の
晩
か
ら
旧
正
月
九
日
ま
で
は
、

世
界
各
地
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
も
毎
日
オ
ン
ラ
イ
ン
で
新
年
の
挨
拶
を
交
わ
し
た
。

生
中
継
で
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
か
ら
は
ゴ
ミ
山
の
村
民
や
子
ど
も
た
ち
の
変
化
、
ア
フ

リ
カ
・
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
の
大
愛
村
か
ら
は
村
民
の
感
謝
の
言
葉
、
ジ
ン
バ
ブ
エ
か

ら
は
井
戸
掘
り
が
公
衆
衛
生
に
与
え
た
影
響
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
慈
善
活
動
の
映

像
が
寄
せ
ら
れ
、
実
り
あ
る
成
果
を
上
げ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
た
ち
は
、
晴
れ
や
か

な
表
情
を
見
せ
て
い
た
。

慈
悲
を
力
に
変
え
よ
う

◎
訳
・
善
耕

編
集
者
の
言
葉
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パ
キ
ス
タ
ン
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ア
モ
ス
・
ダ
ニ
エ
ル
さ
ん
は
、
三
十
五
カ
国

か
ら
逃
れ
て
来
た
難
民
を
支
援
し
た
慈
済
タ
イ
支
部
の
施
療
セ
ン
タ
ー
に
対
し
、
感

謝
の
意
を
表
し
た
。
文
化
の
違
い
と
医
療
資
源
が
限
ら
れ
て
い
る
状
況
の
中
で
は
、

差
し
迫
っ
た
医
療
を
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
は
よ
く
あ
る
が
、
あ
ら
ゆ
る
困
難
を
乗
り

越
え
て
困
っ
て
い
る
人
々
の
苦
し
み
を
和
ら
げ
て
く
れ
る
慈
済
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
、

感
謝
の
気
持
ち
が
芽
生
え
た
の
だ
。
患
者
一
人
ひ
と
り
の
笑
顔
、
支
援
を
受
け
た
全

て
の
家
庭
が
抱
い
た
感
動
、
そ
し
て
医
療
従
事
者
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
、
そ
れ
ら
全
て

に
よ
っ
て
慈
悲
の
心
は
人
を
変
え
る
力
へ
と
変
わ
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
「
愛
が
集

ま
れ
ば
、
た
と
え
小
さ
な
善
行
で
も
、
誰
か
の
人
生
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と

が
で
き
る
こ
と
を
、
施
療
を
受
け
た
人
々
が
証
明
し
て
い
ま
す
」
。

今
月
号
の
特
別
報
道
で
は
、
「
慈
悲 

Ｖ
Ｓ
．
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
」
を
テ
ー
マ
に
、
今

回
で
七
回
目
と
な
る
「
全
国
慈
悲
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
」

に
焦
点
を
当
て
て
い
る
。
そ
れ
は
、
環
境
保
護
を
念
頭
に
置
き
、
創
意
、
工
夫
を
凝

ら
し
た
デ
ザ
イ
ン
を
慈
善
支
援
や
長
期
医
療
介
護
に
活
用
す
る
こ
と
を
、
若
い
学
生

に
奨
励
す
る
も
の
で
あ
る
。

長
年
に
わ
た
り
、
慈
済
は
様
々
な
分
野
の
専
門
家
と
協
力
し
て
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

を
医
療
と
慈
善
、
更
に
は
宗
教
の
弘
法
に
応
用
し
て
き
た
。
法
師
は
「
必
ず
し
も
奥

深
く
て
複
雑
な
科
学
の
研
究
開
発
ば
か
り
が
必
要
で
は
な
い
の
で
す
。
ご
く
あ
り
ふ

れ
た
も
の
で
す
が
、
人
々
に
と
っ
て
非
常
に
役
立
つ
も
の
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
研
究
開
発
こ
そ
が
真
の
学
問
で
す
」
と
強
調
し
た
。

科
学
が
進
歩
を
も
た
ら
し
、
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
の
発
展
が
人
々
の
生
活
を
変
え

つ
つ
あ
る
が
、
人
文
的
な
思
い
や
り
と
統
合
さ
れ
て
こ
そ
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
は
価

値
が
あ
る
の
だ
。
慈
悲
が
力
に
変
わ
る
時
、
そ
れ
ら
も
環
境
に
優
し
く
、
人
々
に
利

益
を
も
た
ら
す
持
続
可
能
な
解
決
策
に
な
る
だ
ろ
う
。 

（
慈
済
月
刊
六
八
八
期
よ
り
）



慈悲のテクノロジー
イノベーションコンテスト羽ばたけ

青年発明家よ！

（撮影 ・ 游濬紘、 劉偉興）

今月の特集

文・葉子豪　訳・高雄外国語チーム日本語組文・葉子豪　訳・高雄外国語チーム日本語組
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プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
終
る
と
、
審
査

員
が
登
場
し
た
。
台
北
慈
済
病
院
の
趙
有
誠

（
ヅ
ァ
オ
・
ユ
ウ
ツ
ン
）
院
長
を
皮
切
り
に
、

続
け
て
工
業
技
術
研
究
院
の
蔡
禎
輝
（
ツ
ァ
イ
・

ヅ
ン
フ
ウ
ェ
イ
）
所
長
、
デ
ザ
イ
ン
業
界
の

達
人
・
伍
志
翔
（
ウ
ー
・
ヅ
ー
シ
ャ
ン
）
デ
ィ

レ
ク
タ
ー
も
質
問
し
た
。

「
サ
ト
ウ
キ
ビ
の
絞
り
か
す
に
よ
る
カ
ー
ボ
ン

フ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト
は
ど
れ
く
ら
い
で
す
か
。
廃

棄
物
を
利
用
し
て
、
逆
に
他
の
部
分
で
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
が
増
え
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
」

「
他
に
似
た
よ
う
な
解
決
手
段
は
存
在
し
ま

せ
ん
か
。
こ
の
ア
イ
デ
ィ
ア
が
よ
り
優
れ
て

い
る
点
は
ど
こ
で
し
ょ
う
か
」

卓
上
に
は
逆
さ
ま
に
し
た
鍋
の
よ
う
な
形
の

防
護
カ
バ
ー
が
置
か
れ
て
あ
っ
た
。
サ
ト
ウ
キ

ビ
の
絞
り
か
す
と
ケ
ル
プ
な
ど
の
天
然
素
材
を

圧
縮
し
て
作
ら
れ
た
も
の
で
、
日
光
は
遮
る
が
、

通
気
性
が
よ
く
、
砂
浜
を
適
切
な
温
度
に
保
つ

こ
と
が
で
き
る
。
カ
バ
ー
の
上
部
に
は
ウ
ミ
ガ

メ
の
卵
の
位
置
を
示
す
掲
示
板
が
立
っ
て
お

り
、
足
元
に
は
、
殻
を
破
っ
て
出
て
き
た
子
ガ

メ
が
海
に
向
か
っ
て
這
っ
て
行
け
る
よ
う
、
複

数
の
出
口
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

「
世
界
に
は
あ
な
た
の
よ
う
な
人
材
は
多
く

な
い
で
し
ょ
う
が
、
ウ
ミ
ガ
メ
に
関
心
を
寄
せ

る
人
は
多
い
は
ず
で
す
。
こ
の
ア
イ
デ
ィ
ア
に

は
ど
れ
く
ら
い
の
独
自
性
が
あ
り
ま
す
か
」
。

応
募
作
「
ウ
ミ
ガ
メ
防
護
カ
バ
ー
」
の
前

で
、
国
立
台
北
教
育
大
学
の
学
生
・
薛

凱
潔
（
シ
ュ
エ
・
カ
イ
ジ
ェ
）
さ
ん
が
、
審

査
員
に
開
発
理
念
を
説
明
し
た
。

「
地
球
温
暖
化
に
よ
っ
て
ウ
ミ
ガ
メ
が
棲
息

す
る
砂
浜
の
温
度
が
高
く
な
り
過
ぎ
て
い
る

た
め
、
生
ま
れ
て
く
る
子
ガ
メ
は
メ
ス
が
多

く
、
オ
ス
が
少
な
い
と
い
う
状
況
に
な
っ
て

い
ま
す
が
、
子
ガ
メ
の
九
割
が
メ
ス
と
い
う

異
常
事
態
さ
え
発
生
し
て
い
ま
す
。
何
と
か

し
な
け
れ
ば
、
絶
滅
し
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ

り
ま
す
…
…
」
。

「
慈
悲
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
」
が
始
ま
っ
て
七
年
間
、

四
十
七
項
目
も
の
発
明
が
業
界
に
よ
る
選
考
を
経
て
受
賞
し
、

既
に
商
品
化
の
段
階
に
入
っ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。

社
会
へ
の
関
心
と
創
意
が
企
業
の
伴
走
支
援
を
得
て
次
第
に
形
と
な
り
、

青
年
発
明
家
が
「
殻
を
破
っ
て
飛
び
出
し
」
て
い
る
。

世
界
を
変
え
る
彼
ら
は
、
口
先
だ
け
の
人
で
は
な
い
。
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疑
応
答
の
後
、
上
位
三
名
、
佳
作
、
「
一
番

人
気
賞
」
、
「
企
業
特
別
賞
」
な
ど
が
次
々
に

発
表
さ
れ
た
。
入
賞
作
品
に
は
、
既
に
完
成

品
と
な
っ
て
い
る
も
の
も
あ
れ
ば
、
未
だ
構

想
段
階
だ
が
、
高
い
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
持
ち
、

今
後
の
進
展
が
期
待
さ
れ
る
も
の
も
あ
る
。

立
て
続
け
の
質
問
に
よ
っ
て
、
応
募
者
は
そ

の
場
で
の
対
応
能
力
と
課
題
に
対
す
る
熟
知

度
を
試
さ
れ
た
。

百
件
の
応
募
作
品
の
う
ち
、
「
大
学
の
部
」

か
ら
十
六
組
、
「
高
校
の
部
」
か
ら
八
組
の
優

秀
作
品
を
選
出
し
、
緊
張
感
に
あ
ふ
れ
る
質

慈悲のテクノロジー・イノベーションコンテストの審査員団は、「汲水人」

開発チームの説明を聞き、質問を発した。（撮影・劉偉興）
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し
て
い
る
。
ま
た
、
医
療
介
護
に
関
心
を
持

つ
チ
ー
ム
は
、
お
年
寄
り
や
病
人
、
障
害
者

な
ど
の
支
援
や
介
護
方
面
で
工
夫
を
凝
ら
し

た
り
、
医
療
従
事
者
の
労
働
環
境
の
改
善
や

ま
た
、
学
び
と
成
長
と
い
う
角
度
か
ら
見
れ
ば
、

「
知
恵
を
絞
る
」
過
程
を
経
て
、
実
践
か
ら
学
ん

だ
応
募
者
た
ち
は
、
順
位
に
関
わ
ら
ず
全
員

が
勝
者
だ
と
言
え
る
。

競
合
を
避
け
て
は
い
け
な
い
　

ア
イ
デ
ィ
ア
を
行
動
に
移
そ
う

こ
の
「
慈
悲
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
・
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
」
は
、
若
い
学
生
の
ア

イ
デ
ィ
ア
が
社
会
を
利
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

な
る
よ
う
、
二
〇
一
七
年
か
ら
慈
済
基
金
会

と
慈
済
科
技
大
学
が
合
同
で
実
施
し
て
い
る
。

応
募
チ
ー
ム
は
、
一
回
目
は
四
十
組
余
り
だ
っ

患
者
の
安
全
と
福
祉
の
向
上
に
役
立
つ
作
品

を
開
発
し
た
り
し
て
い
る
。

応
募
作
品
は
、
環
境
五
Ｒ
、
「
リ
フ
ュ
ー
ズ
・

リ
デ
ュ
ー
ス
・
リ
ユ
ー
ス
・
リ
ペ
ア
・
リ
サ
イ

た
が
、
二
〇
二
三
年
の
第
七
回
で
は
百
二
十

組
余
り
が
競
合
し
た
。
こ
こ
か
ら
も
分
か
る

よ
う
に
、
今
で
も
諸
々
の
困
難
に
直
面
し
て

も
、
競
合
を
避
け
た
い
と
思
わ
な
い
人
は
多

く
、
世
界
を
変
え
た
い
と
い
う
夢
を
持
っ
て
、

そ
れ
を
行
動
に
移
し
て
い
る
の
だ
。

応
募
者
は
大
き
く
慈
善
と
医
療
の
二
つ
の

分
野
で
創
造
力
を
発
揮
し
て
い
る
。
慈
善
活

動
に
興
味
が
あ
る
チ
ー
ム
は
、
防
災
や
災
害

へ
の
備
え
、
災
害
支
援
な
ど
か
ら
ア
プ
ロ
ー

チ
し
た
り
、
社
会
福
祉
に
着
想
を
得
た
り
し

て
、
へ
き
地
に
暮
ら
す
立
場
の
弱
い
人
々
の

生
活
を
改
善
し
、
持
続
可
能
な
地
域
社
会
や

環
境
づ
く
り
を
促
進
す
る
作
品
を
デ
ザ
イ
ン

● �慈済はそれぞれ、生産、教育、
研究部門と連携して、「慈悲の
テクノロジー」の発展を進めて
おり、これまでにポータブル浄
水装置、キッチンカー、エコ毛
布などの災害支援用装備や物資
を開発しています。

● �２０１７年から「FUN広い視野
で未来を想像する」青年イノ
ベーション推進プロジェクトを
進めており、「慈悲のテクノロ
ジー・イノベーションコンテス
ト」と「青年公益実践計画」な
ども含まれています。

「慈悲のテクノロジー・
イノベーションコンテスト」
参加方法と過去の受賞作

慈悲のテクノロジーに
力を注ぐ
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好
成
績
と
賞
金
の
獲
得
を
目
指
し
た
。

審
査
員
は
実
用
性
、
使
い
や
す
さ
、
価
格
の

手
頃
さ
、
市
場
受
容
性
、
応
用
し
や
す
さ
な

ど
の
面
か
ら
製
品
の
総
合
的
な
完
成
度
を
評

価
す
る
と
共
に
、
各
チ
ー
ム
に
ア
ド
バ
イ
ス

や
課
題
な
ど
を
与
え
た
。
台
北
慈
済
病
院
の

趙
院
長
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

「
コ
ン
テ
ス
ト
で
あ
る
以
上
、
勝
ち
負
け
は

あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
恰
幅
の
良
さ
を
競
え

ば
私
の
勝
ち
で
す
が
、
若
さ
を
競
え
ば
君
た
ち

の
勝
ち
で
す
。
発
表
さ
れ
た
順
位
が
自
分
た

ち
の
想
像
と
開
き
が
あ
っ
て
も
、
そ
れ
は
見

方
の
違
い
で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
ビ
ジ
ネ
ス

の
視
点
で
審
査
す
る
大
会
も
あ
る
で
し
ょ
う

ク
ル
」
の
う
ち
、
少
な
く
と
も
二
項
目
を
満
た

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
「
多
く
の
製
品
は
、

開
発
す
る
時
、
ひ
い
て
は
量
産
時
に
大
量
の
資

源
を
消
耗
し
、
大
規
模
な
汚
染
を
引
き
起
こ
し

て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
構
想
の
ス
タ
ー
ト
時

点
か
ら
環
境
に
配
慮
す
る
よ
う
求
め
て
い
ま
す
」

と
慈
済
科
技
大
学
の
羅
文
瑞
（
ロ
ー
・
ウ
ェ
ン

ル
ェ
イ
）
校
長
が
説
明
し
た
。

昨
年
度
の
コ
ン
テ
ス
ト
で
は
、
五
月
一
日
の

応
募
か
ら
十
一
月
十
八
日
の
決
勝
と
授
賞
式

ま
で
に
、
計
百
二
十
組
余
り
が
参
加
し
、
そ

の
う
ち
の
二
十
四
組
が
決
勝
に
進
ん
だ
。
審

査
員
の
質
問
に
対
応
す
る
た
め
、
各
チ
ー
ム

と
も
し
っ
か
り
と
「
即
答
」
の
準
備
を
し
て

が
、
今
日
は
慈
悲
と
い
う
出
発
点
や
社
会
的

弱
者
や
地
球
へ
の
配
慮
を
重
視
し
ま
し
た
」
。

趙
院
長
は
、
皆
の
創
造
力
が
す
で
に
芽
吹
い

て
い
る
こ
と
を
高
く
評
価
し
、

「
君
た
ち
の
周
り
に
い
る
若
者
が
、
未
来
の

ビ
ル
・
ゲ
イ
ツ
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
い

つ
か
君
た
ち
が
経
済
的
に
成
功
し
た
時
も
、
人

を
助
け
た
い
と
い
う
初
心
を
忘
れ
な
い
で
い
て

欲
し
い
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ
た
。

「
汲
水
人
」　

前
を
行
く
人
が
後
ろ
の
人
を
導
く

決
勝
に
進
出
し
た
慈
済
科
技
大
学
「
汲
水

人
」
開
発
チ
ー
ム
は
、
一
年
半
も
の
努
力
の

末
に
、
電
力
の
要
ら
な
い
慈
悲
の
浄
水
装
置

を
開
発
し
た
。
メ
ン
バ
ー
の
一
人
で
看
護
師

の
蒋
怡
慧
（
ジ
ァ
ン
・
イ
ー
フ
エ
イ
）
さ
ん

は
こ
う
語
っ
た
。

「
ア
フ
リ
カ
や
発
展
途
上
国
で
安
全
な
飲
み

水
が
不
足
し
て
い
る
報
道
を
見
て
、
電
力
供

給
も
あ
ま
り
安
定
し
て
い
な
い
地
域
で
使
え

る
、
手
動
加
圧
式
浄
水
器
を
思
い
つ
き
ま
し

た
。
開
発
中
は
何
度
も
失
敗
し
ま
し
た
が
、
そ

の
度
に
益
々
や
る
気
が
出
て
き
た
の
で
、
目

標
が
明
確
な
ら
、
努
力
す
る
価
値
は
あ
る
と

思
い
ま
し
た
」
。

ろ
過
器
は
ホ
ー
ス
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
古
着
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な
被
害
を
受
け
た
蘭
嶼
に
、
浄
水
装
置
を
届
け

た
。
蘭
嶼
の
住
民
は
、
途
切
れ
る
こ
と
な
く
浄

水
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。

慈
済
基
金
会
防
災
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
の
呂
学

正
（
リ
ゥ
・
シ
ゥ
エ
ヅ
ン
）
さ
ん
に
よ
る
と
、

蘭
嶼
に
送
っ
た
「
Ｕ
Ｖ
Ｃ
Ｌ
Ｅ
Ｄ
殺
菌
浄
水
シ

ス
テ
ム
」
の
前
身
は
、
慈
済
と
工
研
院
（
工
業

技
術
研
究
院
）
が
共
同
開
発
し
、
二
〇
一
八
年
、

ラ
オ
ス
の
洪
水
被
害
を
支
援
し
た
時
に
使
わ
れ

た
「
高
機
動
性
省
エ
ネ
浄
水
モ
ジ
ュ
ー
ル
」
だ

な
ど
身
近
に
あ
る
材
料
で
作
る
こ
と
が
で
き
、

水
を
ろ
過
し
た
後
、
古
着
を
取
り
外
し
て
洗
え

ば
繰
り
返
し
使
え
る
の
だ
。
最
高
水
準
の
リ

ユ
ー
ス
を
達
成
し
て
い
る
点
と
し
て
、
電
力
を

使
わ
ず
、
経
済
的
で
コ
ン
パ
ク
ト
、
洗
え
る

フ
ィ
ル
タ
ー
、
部
品
交
換
と
消
耗
品
の
入
手
の

容
易
さ
、
環
境
配
慮
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

彼
ら
が
こ
の
よ
う
な
製
品
で
コ
ン
テ
ス
ト
に

応
募
し
た
の
と
同
じ
時
期
に
、
慈
済
基
金
会
は

既
に
十
月
上
旬
の
台
風
１
４
号
に
よ
っ
て
甚
大

慈済科技大学の「汲水人」チームが開発した電力不要の浄水装置は、緊

急時に飲料水を提供することができる。（撮影・劉偉興）
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慈
済
は
長
期
に
わ
た
り
浄
水
装
置
に
重
点
を
置
い
て
き
た
。

２
０
２
３
年
１
０
月
の
台
風
１
４
号
に
よ
り
深
刻
な
被
害

を
受
け
た
蘭
嶼
で
は
、
安
全
な
飲
み
水
が
不
足
し
た
た
め
、

慈
済
基
金
会
は
２
組
の
Ｕ
Ｖ
Ｃ
Ｌ
Ｅ
Ｄ
浄
水
装
置
を
調
達

し
、
富
岡
漁
港
か
ら
被
災
地
に
運
ん
だ
。
（
写
真
上　

提
供
・

劉
秋
伶
、
写
真
左　

撮
影
・
陳
信
安
）

と
い
う
。
そ
の
装
置
は
四
組
の
ろ
過
器
か
ら

成
り
立
っ
て
お
り
、
一
日
に
二
ト
ン
の
水
を
ろ

過
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
各
ろ
過
器
の
タ
ン

ク
は
大
型
ス
ー
ツ
ケ
ー
ス
に
入
る
サ
イ
ズ
で
、

救
援
人
員
が
携
帯
し
て
飛
行
機
や
バ
ス
で
運

ぶ
こ
と
が
で
き
、
別
途
輸
送
を
手
配
す
る
必

要
が
な
か
っ
た
。

二
〇
二
三
年
三
月
、
工
研
院
は
慈
済
の
要
望

に
応
え
て
、
改
良
型
の
浄
水
装
置
を
開
発
し
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安
楽
を
与
え
る
こ
と
）
」
で
あ
る
。
慈
悲
の
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
開
発
の
重
点
は
、
苦
し
ん
で
い

る
人
の
助
け
に
な
る
こ
と
、
そ
し
て
、
大
地

に
生
き
る
衆
生
に
優
し
く
、
害
を
も
た
ら
す

こ
と
な
く
、
更
に
は
す
で
に
著
し
く
破
壊
さ

れ
て
い
る
地
球
環
境
の
助
力
に
な
る
こ
と
、

で
あ
る
。
利
他
の
心
に
よ
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

開
発
の
余
地
は
、
実
は
無
限
に
広
が
っ
て
い
る

の
で
あ
る
。
慈
済
は
、
熱
意
と
創
意
に
あ
ふ

れ
る
若
者
た
ち
が
、
こ
の
「
善
の
競
争
」
と

い
う
コ
ン
テ
ス
ト
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
世

を
救
い
、
衆
生
を
利
す
る
た
め
に
、
愛
と
智

慧
を
奉
仕
し
続
け
て
ほ
し
い
、
と
呼
び
か
け

て
い
る
。
（
一
部
資
料　

提
供
・
呉
珍
香
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
慈
済
月
刊
六
八
八
期
よ
り)

た
め
、
日
進
月
歩
で
努
力
し
続
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

新
し
い
ア
イ
デ
ィ
ア
で

苦
し
む
人
々
を
助
け
る

雲
林
科
技
大
学
の
チ
ー
ム
を
指
導
す
る
潘

志
龍
（
パ
ン
・
ヅ
ー
ロ
ン
）
教
授
に
よ
る
と
、

今
の
教
育
は
学
術
と
実
用
の
差
を
縮
め
る
こ

と
を
重
視
し
て
お
り
、
学
生
た
ち
の
努
力
が

全
国
的
、
更
に
は
国
際
的
な
コ
ン
テ
ス
ト
で

ノ
ミ
ネ
ー
ト
や
入
賞
が
叶
え
ば
、
そ
の
経
験

は
進
学
や
就
職
に
も
か
な
り
役
に
た
つ
、
と

い
う
。

ま
た
、
羅
校
長
は
こ
う
語
る
。

た
。
タ
ン
ク
は
二
十
八
イ
ン
チ
の
ス
ー
ツ
ケ
ー

ス
よ
り
少
し
大
き
い
だ
け
で
、
ろ
過
性
能
は

一
日
三
ト
ン
以
上
に
向
上
し
た
。

「
こ
の
装
置
に
は
三
つ
の
フ
ィ
ル
タ
ー
が
付

い
て
い
ま
す
。
ま
ず
一
つ
目
と
二
つ
目
の
フ
ィ

ル
タ
で
不
純
物
を
取
り
除
き
、
三
つ
目
の
Ｕ

Ｆ
フ
ィ
ル
ム
で
細
菌
の
大
部
分
を
ろ
過
し
、

最
後
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
で
紫
外
線
を
照
射
し
て
残
っ

た
細
菌
や
ウ
ィ
ル
ス
を
死
滅
さ
せ
ま
す
。
こ

の
装
置
を
通
し
た
水
は
そ
の
ま
ま
飲
め
ま
す

よ
」
と
呂
さ
ん
は
胸
を
張
っ
た
。

こ
の
例
が
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
慈
善
災
害

支
援
を
行
う
場
合
に
は
、
「
慈
悲
の
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
」
装
置
で
厳
し
さ
を
増
し
続
け
る
災
害

に
対
応
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る

「
学
生
チ
ー
ム
は
、
資
金
、
設
備
、
技
術
な

ど
各
方
面
に
お
い
て
は
、
充
実
し
た
リ
ソ
ー

ス
を
持
つ
企
業
と
は
比
べ
物
に
な
り
ま
せ
ん
。

彼
ら
の
作
品
や
概
念
が
未
熟
な
の
は
致
し
方

な
い
こ
と
で
す
。
そ
れ
で
も
皆
が
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
に
取
り
組
む
よ
う
励
ま
し
た
い
」
。
さ

ら
に
、
慈
済
基
金
会
の
劉
効
成
（
リ
ュ
ウ
・

シ
ァ
オ
ツ
ン
）
副
Ｃ
Ｅ
Ｏ
も
、
「
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
と
は
、
必
ず
し
も
新
し
い
物
事
を
発
明

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
く
、
今
あ

る
技
術
を
衆
生
の
ニ
ー
ズ
や
慈
悲
、
善
念
と

共
に
、
そ
れ
を
応
用
し
て
よ
り
大
き
な
善
の

影
響
力
を
生
み
出
す
こ
と
な
の
で
す
」
と
付

け
加
え
た
。

慈
悲
と
は
「
抜
苦
与
楽
（
苦
し
み
を
除
い
て
、



東
京
に
旅
す
る

炊
き
出
し
の
食
事
を
お
盆
に
乗
せ
て
ホ
ー
ム
レ
ス
た
ち
に
差
し
出
し
た
。

一
人
ひ
と
り
に
お
辞
儀
す
る
の
は
、

「
三
輪
体
空
」
を
相
手
が
教
え
て
く
れ
て
い
る
こ
と
へ
の
感
謝
の
表
し
で
あ
る
。

次
々
に
コ
イ
ン
を
布
施
す
る
姿
を
見
て
分
か
っ
た
。

こ
の
人
た
ち
は
皆
、
手
の
ひ
ら
を
下
に
向
け
る
菩
薩
な
の
だ
。

聞
・
思
・
修

文
、
撮
影
・
懿
旖
（
慈
済
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）　

訳
・
済
運

家
族
旅
行
中
だ
っ
た
が
、
暫
し
家
族
か
ら

離
れ
て
慈
済
の
制
服
を
身
に
つ
け
、
東

京
支
部
の
旧
知
の
法
縁
者
と
合
流
し
た
。
そ
の

日
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
定
期
的
に
代
々
木
公

園
で
ホ
ー
ム
レ
ス
の
た
め
に
炊
き
出
し
を
す
る

日
だ
っ
た
。
毎
月
二
回
行
わ
れ
て
お
り
、
既
に

十
四
年
目
に
入
っ
た
。

配
付
時
間
前
だ
と
い
う
の
に
、
既
に
六
十
人
ほ

ど
の
ホ
ー
ム
レ
ス
が
列
を
作
り
、
静
か
に
待
っ

て
い
た
。
彼
ら
は
一
般
の
通
行
人
と
何
ら
変
わ

り
は
な
く
、
髪
の
毛
も
服
装
も
清
潔
に
整
え
ら

れ
て
い
た
が
、
僅
か
に
人
生
の
浮
き
沈
み
を
経

験
し
て
き
た
こ
と
で
、
少
し
自
信
に
欠
け
た
顔

を
し
て
い
た
。
昨
夜
、
渋
谷
駅
近
く
で
、
毛
布
を

被
っ
て
路
上
で
寝
て
い
た
ホ
ー
ム
レ
ス
た
ち
の

こ
と
を
思
い
出
し
た
。
今
こ
こ
に
並
ん
で
い
る

人
の
中
に
そ
の
人
た
ち
は
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

代
々
木
公
園
に
入
る
と
、
大
き
な
木
々
は
葉

が
す
っ
か
り
落
ち
、
何
も
つ
け
て
い
な
い
枝
が

伸
び
て
い
る
だ
け
で
、
冬
空
に
寒
さ
を
添
え
て

い
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
た
ち
は
素
早
く
会
場
の

準
備
に
取
り
掛
か
り
、
テ
ー
ブ
ル
を
組
み
立

て
て
、
電
気
釜
と
食
器
類
を
乗
せ
、
木
の
枝
と

テ
ー
ブ
ル
前
に
慈
済
の
旗
を
掲
げ
た
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
人
数
が
多
く
な
か
っ
た
の
は
、
一
部

の
人
が
能
登
半
島
地
震
の
被
災
地
に
行
っ
て
い

た
か
ら
だ
。
留
守
番
し
て
い
る
メ
ン
バ
ー
は
、

少
な
い
な
が
ら
も
い
つ
も
の
こ
の
活
動
を
引
き

受
け
、
ホ
ー
ム
レ
ス
た
ち
に
温
か
い
食
事
を
提

供
し
た
。

食
事
が
提
供
さ
れ
る
前
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は

整
列
し
て
ホ
ー
ム
レ
ス
た
ち
と
向
き
合
い
、
黃

韻
璇
（
フ
ウ
ォ
ン
・
ユ
ン
シ
ェ
ン
）
師
姐
が
マ

イ
ク
を
持
っ
て
、
流
暢
な
日
本
語
で
、
「
慈
済

の
炊
き
出
し
会
場
に
お
越
し
に
な
り
、
辛
抱
強

く
お
待
ち
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
今
日
の
メ
ニ
ュ
ー
は
、
五
目
丼
と
体
が
温

ま
る
生
姜
ス
ー
プ
で
す
。
一
月
に
入
っ
て
寒
く
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な
り
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
風
邪
を
引
か
な
い
よ

う
、
お
身
体
に
お
気
を
つ
け
く
だ
さ
い
」
と
挨

拶
し
た
。

ま
た
、「
今
年
は
新
年
早
々
か
ら
天
災
が
起
き
、

慈
済
支
部
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
石
川
県
穴
水
町

の
避
難
所
と
病
院
で
、
き
ち
ん
と
し
た
食
事
が

で
き
な
か
っ
た
住
民
と
病
院
ス
タ
ッ
フ
の
方
々

に
、
温
か
い
食
事
を
提
供
し
て
い
ま
す
。『
あ
り

が
と
う
』
と
言
っ
て
笑
顔
を
見
せ
て
く
れ
る
と
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
と
て
も
幸
せ
な
気
分
に
な
る

そ
う
で
す
。
一
円
で
も
百
円
で
も
、
皆
さ
ん
の

心
遣
い
が
集
ま
れ
ば
、
私
た
ち
の
心
強
い
後
ろ

盾
と
な
る
で
し
ょ
う
。
あ
な
た
方
の
気
持
ち
は
、

き
っ
と
被
災
者
に
届
き
ま
す
！
」
と
言
っ
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
た
ち
が
深
々
と
お
辞
儀
す
る

と
、
音
楽
が
鳴
り
出
し
、
皆
で
日
本
語
版
の
「
祈

り
」
を
歌
っ
た
。
私
は
目
を
閉
じ
て
耳
で
聞
き
、

そ
の
時
の
状
況
を
感
じ
取
っ
た
。
風
の
音
、
車

の
音
、
梢
に
止
ま
っ
て
い
る
鳥
の
囀
り
等
々
さ

ま
ざ
ま
だ
っ
た
が
、
そ
れ
ら
は
次
第
に
聞
こ
え

な
く
な
り
、
心
か
ら
祈
る
歌
声
だ
け
が
残
っ
て
、

広
い
代
々
木
公
園
の
中
を
こ
だ
ま
し
た
。
ま
た
、

吸
い
込
む
の
は
冷
た
い
空
気
な
の
だ
が
、
な
ぜ

か
温
か
く
、
潤
い
が
あ
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
た
。

あ
あ
、
そ
れ
は
感
動
の
あ
ま
り
涙
が
込
み
上
げ

て
き
た
か
ら
か
も
し
れ
な
い
。

祈
り
が
終
わ
る
と
、
数
人
の
ホ
ー
ム
レ
ス
が

積
極
的
に
「
愛
を
募
る
箱
（
募
金
箱
）
」
に
お

●
代
々
木
公
園
の
炊
き
出
し
で
、
能
登
半
島
地
震
の
被
災

者
を
支
援
す
る
た
め
に
、
ホ
ー
ム
レ
ス
た
ち
が
次
々
と
お

金
を
募
金
箱
に
入
れ
た
。

金
を
入
れ
た
。
そ
の
う
ち
の
一
人
は
、
お
も
む

ろ
に
リ
ュ
ッ
ク
か
ら
ビ
ニ
ー
ル
袋
を
取
り
出

し
、
そ
の
中
の
封
筒
を
取
り
出
し
て
、
そ
こ
に

入
っ
て
い
た
硬
貨
を
何
枚
か
箱
に
入
れ
た
。
そ

れ
ら
は
大
事
に
、
何
重
に
も
包
ま
れ
て
し
ま
わ

れ
て
い
た
が
、
そ
の
瞬
間
に
気
前
よ
い
布
施
に

変
わ
っ
た
の
だ
。
彼
ら
は
も
う
街
角
で
蹲
っ
て

い
る
ホ
ー
ム
レ
ス
で
は
な
く
、
光
り
輝
く
宝
石

の
よ
う
に
心
が
富
ん
だ
人
た
ち
な
の
で
あ
る
。

熱
々
の
白
い
ご
飯
に
香
ば
し
い
五
目
野
菜
の

あ
ん
が
か
か
っ
て
い
て
、
食
欲
を
誘
っ
た
。
私
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は
お
盆
で
提
供
す
る
役
目
で
、
「
ど
う
ぞ
」
、
と

一
言
し
か
話
せ
な
く
て
も
、
深
く
お
辞
儀
し
て
、

私
た
ち
に
奉
仕
の
機
会
を
与
え
て
く
れ
る
相
手

に
感
謝
す
る
、
と
い
う
配
付
活
動
の
重
点
は

し
っ
か
り
覚
え
て
い
た
。

お
辞
儀
を
す
る
私
に
は
、
ホ
ー
ム
レ
ス
た
ち

の
ボ
ロ
ボ
ロ
で
汚
い
靴
し
か
目
に
入
ら
な
か
っ

た
が
、
彼
ら
は
皆
、
未
来
仏
で
あ
り
、
配
付
を

通
し
て
「
三
輪
体
空
」
㊟
と
は
ど
う
い
う
こ
と

か
を
私
た
ち
に
教
え
て
く
れ
て
い
る
の
だ
。
そ

れ
は
、
自
分
が
助
け
る
人
間
、
或
い
は
助
け
を

必
要
と
し
て
い
る
人
間
が
誰
か
な
ど
に
と
ら
わ

れ
る
こ
と
な
く
、
自
分
が
ど
れ
だ
け
の
事
を
成

し
て
来
た
の
か
も
気
に
し
な
い
と
い
う
こ
と
な

の
で
あ
る
。
私
は
最
も
尊
敬
を
表
す
動
作
で

も
っ
て
、
彼
ら
の
教
え
に
感
謝
す
る
気
持
ち
で

お
辞
儀
を
し
た
。

こ
の
広
い
世
界
に
は
、
い
つ
も
ど
こ
か
で
苦

難
に
喘
ぐ
人
が
い
る
。
幸
い
な
こ
と
に
慈
済
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
い
て
、
微
か
に
光
る
力
を
発
揮

す
る
こ
と
で
織
り
な
し
た
大
愛
ネ
ッ
ト
で
彼
ら

を
優
し
く
受
け
止
め
て
い
る
。
心
の
中
に
あ
る

愛
が
啓
発
さ
れ
た
時
、
手
の
ひ
ら
を
下
に
し
て

向
き
を
変
え
る
だ
け
で
菩
薩
に
な
る
こ
と
が
で

き
る
の
だ
。(

慈
済
月
刊
六
八
九
期
よ
り)

シ
リ
ア
難
民
へ
の
医
療
支
援

砂
漠
で
助
け
を
求
め
る
か
す
か
な
叫
び
に

耳
を
傾
け
る

文
・
林
綠
卿
（
ヨ
ル
ダ
ン
慈
済
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）　

訳
・
荳
荳

グ
ロ
ー
バ
ル
慈
善
・

グ
ロ
ー
バ
ル
慈
善
・
ヨ
ル
ダ
ン

ヨ
ル
ダ
ン

「
助
か
る
方
法
が
な
く
て
も
、
気
に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

最
期
が
来
れ
ば
、
解
脱
し
ま
す
か
ら
」。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
た
ち
は
、

ナ
ワ
フ
さ
ん
が
支
援
を
得
ら
れ
な
い
の
を
見
て
忍
び
な
く
思
い
、

彼
の
治
療
の
機
会
を
求
め
て
奔
走
し
た
。

手
術
後
、
ナ
ワ
フ
さ
ん
は
、
杖
を
つ
い
て
や
っ
て
来
た
。

三
十
分
歩
い
て
で
も
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
感
謝
の
言
葉
を
伝
え
た
か
っ
た
の
だ
。

㊟
布
施
行
を
実
践
す
る
時
の
理
想
的
な
あ
り
方
‥

施
者
、
受
者
、
施
物
の
三
者
に
固
執
観
念
の
な
い

こ
と
。
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シ
リ
ア
・
イ
ド
リ
ブ
県
出
身
の
ナ
ワ
フ
・

モ
ハ
メ
ド
・
ア
ル
フ
ァ
レ
ス
さ
ん
は
、

二
〇
一
一
年
の
シ
リ
ア
内
戦
以
前
は
農
作
業
に

従
事
し
て
あ
ち
こ
ち
で
働
き
、
生
活
に
余
裕
は

な
か
っ
た
が
、
貧
し
い
な
り
に
満
足
し
た
生
活

を
し
て
い
た
。

二
〇
一
三
年
、
ナ
ワ
フ
さ
ん
と
長
男
の
ラ

カ
ン
・
ナ
ワ
フ
・
ア
ル
フ
ァ
レ
ス
さ
ん
ら
は
戦

火
を
逃
れ
て
ヨ
ル
ダ
ン
に
渡
り
、
二
世
代
十
二

人
が
マ
フ
ラ
ク
州
フ
ウ
ェ
イ
ジ
ャ
村
近
く
で
か

ろ
う
じ
て
雨
風
を
し
の
い
で
テ
ン
ト
住
ま
い
を

始
め
た
。
夏
の
炎
天
下
、
冬
の
寒
風
、
時
に
は

●ナワフさん（右から２人目）一家１２人は、数年前からテント生活を

している。２０２３年９月、慈済ボランティアのルースさん（右から一

人目）と彼のチームが訪問ケアをして、一歩踏み込んだ医療支援を提供

した。( 撮影・ファユミ）
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砂
漠
か
ら
砂
や
小
石
が
飛
ば
さ
れ
て
来
て
舞
い

上
が
る
。
そ
し
て
、
病
気
が
劣
悪
な
生
活
環
境

に
拍
車
を
か
け
た
。
臨
時
雇
い
の
収
入
は
少

な
く
、
生
活
費
を
支
出
す
る
と
、
病
気
を
治
す

余
裕
は
な
い
。
六
十
七
歳
の
ナ
ワ
フ
さ
ん
は
、

そ
ん
な
絶
望
的
な
状
況
に
あ
っ
た
。

蓄
尿
袋
を
引
き
ず
っ
て
生
計
を
立
て
る

二
〇
〇
三
年
五
月
下
旬
、
慈
済
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
ヨ
ル
ダ
ン
慈
済
人
医
会
は
予
定
通
り
マ
フ

ラ
ク
で
施
療
活
動
を
行
っ
た
。
ナ
ワ
フ
さ
ん
は

杖
を
つ
き
、
蓄
尿
袋
を
手
に
下
げ
、
よ
ろ
よ
ろ

と
歩
い
て
や
っ
て
き
た
。
彼
は
十
年
前
か
ら
膀

胱
に
腫
瘍
が
あ
り
、
ヘ
ル
ニ
ア
と
前
立
腺
肥
大

の
症
状
を
抱
え
て
い
た
。

モ
ハ
ナ
ド
医
師
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
は
、
息
子

さ
ん
が
付
き
添
っ
て
来
た
。
症
状
は
複
雑
で
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
先
ず
、
六
月
に
ア
ン
マ
ン
で

ヘ
ル
ニ
ア
の
手
術
を
す
る
手
筈
を
整
え
た
。
し

か
し
、 

八
月
に
な
る
と
膀
胱
の
腫
瘍
が
悪
化

し
、
尿
が
溢
れ
出
て
非
常
に
痛
み
を
伴
う
よ
う

に
な
っ
た
た
め
、
息
子
さ
ん
は
彼
を
ア
ン
マ
ン

の
公
立
病
院
に
連
れ
て
行
っ
た
が
、
手
術
の
予

約
は
六
カ
月
後
、
費
用
も
三
千
デ
ィ
ナ
ー
ル

（
約
六
十
二
万
円
）
掛
か
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

に
っ
ち
も
さ
っ
ち
も
行
か
な
い
一
家
に
、
ど

う
し
て
こ
の
よ
う
な
お
金
が
払
え
る
と
い
う
の

だ
ろ
う
。
息
子
さ
ん
は
、
仕
方
な
く
五
百
デ
ィ

ナ
ー
ル
を
人
か
ら
借
り
て
カ
テ
ー
テ
ル
を
取
り

付
け
る
こ
と
し
か
で
き
ず
、
そ
れ
以
上
の
治
療

を
受
け
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
病
状
は
悪

化
の
一
途
を
た
ど
っ
た
。
カ
テ
ー
テ
ル
も
腫
瘍

に
圧
迫
さ
れ
て
絶
え
ず
腹
腔
に
痛
み
を
感
じ
、

憔
悴
し
切
っ
て
ベ
ッ
ド
に
横
た
わ
り
、
病
魔
に

身
を
任
せ
て
い
た
。

二
〇
二
三
年
九
月
、
慈
済
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

訪
ね
た
時
、
ナ
ワ
フ
さ
ん
は
ル
ー
ス
さ
ん
に
力

な
く
話
し
か
け
た
。
「
も
し
助
か
る
方
法
が
な

●
手
術
を
受
け
て
間
も
な
い
ナ
ワ
フ
さ
ん
は
、
慈
済
チ
ー
ム

が
再
度
フ
ウ
ェ
イ
ジ
ャ
村
に
来
た
こ
と
を
知
っ
て
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
ル
ー
ス
さ
ん
に
会
い
に
来
た
。
（
撮
影
・
林
綠
卿
）
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い
の
な
ら
、
気
に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
」
。
一

家
は
な
す
術
も
な
く
、
絶
望
の
中
で
運
命
を

天
に
任
せ
る
し
か
な
い
こ
と
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
告
げ
た
。
「
命
が
行
き
着
く
先
は
、
解
脱

な
の
で
す
か
ら
」
。

悲
し
み
で
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
ル
ー
ス
さ
ん

は
、
地
元
の
泌
尿
器
科
の
バ
ハ
ア
医
師
を
訪

ね
、
慈
済
が
ヨ
ル
ダ
ン
で
既
に
十
四
年
間
も

医
療
支
援
を
し
て
い
る
こ
と
、
支
援
し
て
い

る
対
象
は
ほ
と
ん
ど
面
識
の
な
い
、
医
療
費

を
払
え
な
い
難
民
や
貧
し
い
人
々
で
あ
る
こ

と
、
そ
し
て
そ
の
善
意
の
お
金
は
全
て
世
界

中
の
愛
の
心
か
ら
来
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を

伝
え
、
人
助
け
の
善
行
に
参
加
し
て
ほ
し
い

と
お
願
い
し
た
。

四
十
歳
の
バ
ハ
ア
医
師
は
、
手
術
費
を

二
千
デ
ィ
ナ
ー
ル
安
く
す
る
こ
と
に
し
た
。

二
〇
二
三
年
十
月
、
ア
ン
マ
ン
の
キ
ン
デ
ィ

病
院
で
、
ナ
ワ
フ
さ
ん
は
膀
胱
腫
瘍
の
摘
出

手
術
を
受
け
た
。
そ
の
時
、
前
立
腺
は
肥
大

し
て
い
な
い
こ
と
が
判
明
し
た
た
め
、
更
に

五
百
デ
ィ
ナ
ー
ル
安
く
な
っ
た
。

ナ
ワ
フ
さ
ん
は
よ
う
や
く
十
年
間
の
痛
み

か
ら
解
放
さ
れ
、
一
日
中
蓄
尿
袋
を
持
ち
歩

く
必
要
も
な
く
な
っ
た
。
回
復
室
か
ら
移
動

ベ
ッ
ド
で
出
て
き
た
時
、
彼
は
「
證
厳
法
師
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
、

慈
済
」
と
言
い
続
け
た
。
彼
に
と
っ
て
、
慈
済

は
、
絶
望
の
淵
か
ら
救
い
出
し
て
く
れ
た
命

の
恩
人
な
の
だ
。

新
た
に
生
き
る
と
い
う
喜
び
を

目
の
当
た
り
に
し
て

慈
済
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
偶
数
月
に
は
必
ず

マ
フ
ラ
ク
難
民
キ
ャ
ン
プ
へ
見
舞
い
に
来
る
。

二
〇
二
三
年
十
月
、
慈
済
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

フ
ウ
ェ
イ
ジ
ャ
村
に
来
る
と
聞
い
て
、
ナ
ワ

フ
さ
ん
は
、
三
十
分
か
け
て
歩
い
て
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
会
い
に
来
た
。

ナ
ワ
フ
さ
ん
は
目
を
輝
か
せ
、
證
厳
法
師
、

慈
済
、
台
湾
の
人
々
、
そ
し
て
全
て
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
感
謝
し
た
。
彼
の
喜
び
を
受
け
取
っ

た
ル
ー
ス
さ
ん
は
、
言
葉
に
な
ら
な
い
ほ
ど

感
動
し
た
。
「
彼
は
寄
り
添
う
過
程
で
、
希
望

の
到
来
を
見
た
の
で
す
。
喉
が
渇
い
て
死
に

か
け
て
い
る
人
に
水
を
与
え
た
ら
、
生
き
返

る
こ
と
と
同
じ
で
す
」
と
言
っ
た
。

「
慈
済
は
私
の
長
年
の
病
気
を
治
し
て
く
れ

ま
し
た
。
善
意
あ
る
皆
さ
ん
が
、
健
康
で
あ

り
ま
す
よ
う
に
。
ア
ッ
ラ
ー
が
平
和
と
無
事
を

祝
福
し
て
く
れ
る
こ
と
を
祈
っ
て
い
ま
す
！
」

と
言
っ
た
。
ナ
ワ
フ
さ
ん
の
心
か
ら
の
感
謝

の
気
持
ち
が
伝
わ
っ
て
き
て
、
感
慨
深
い
も

の
が
あ
っ
た
。
無
私
の
愛
は
、
生
き
る
希
望

を
取
り
戻
さ
せ
て
く
れ
る
の
だ
！

（
慈
済
月
刊
六
八
六
期
よ
り)
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ポ
ー
ラ
ン
ド
語
コ
ー
ス
の
終
業
式

異
国
で
安
住
す
る
た
め
の

就
職
と
進
学

文
・
張
淑
兒
、
陳
樹
微
、
陳
惠
如
、
ア
ナ
ス
タ
シ
ア
、

朱
秀
蓮
（
慈
済
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）　

訳
・
葉
美
娥

グ
ロ
ー
バ
ル
慈
善
・

グ
ロ
ー
バ
ル
慈
善
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ

ウ
ク
ラ
イ
ナ

●７月２９日、ルブリンカリタス修道会礼拝堂で、ポーランド語コースを

修了した７９人のウクライナ人学生に、ＥＵ認定の修業証明書が授与された。

（撮影・セルシ）
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ロ
シ
ア
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
戦
争
は
二
十
カ

月
も
続
い
て
い
る
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
の

若
者
や
中
年
男
性
は
国
を
守
る
た
め
に
残
っ
て

い
る
が
、
命
を
守
る
た
め
に
逃
れ
た
老
人
や
子

供
、
女
性
は
異
国
で
厳
し
い
生
活
を
送
っ
て
い

る
。
い
つ
家
族
と
再
会
で
き
る
の
か
、
見
通
し

は
立
っ
て
い
な
い
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
の
英
語
教
師
で
あ
る
ハ
ン
ナ

さ
ん
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
避
難
生
活
を
す
る
間

に
、
新
た
に
語
学
ラ
イ
セ
ン
ス
を
取
得
し
た
。

「
私
は
外
国
語
の
教
師
で
す
か
ら
、
見
知
ら
ぬ

土
地
で
現
地
の
言
葉
を
理
解
す
る
こ
と
の
重
要

性
が
よ
く
分
か
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
現
地
で

自
在
に
生
活
す
る
た
め
の
第
一
歩
な
の
で
す
。

し
か
し
、
話
せ
る
こ
と
と
、
語
学
ラ
イ
セ
ン
ス

を
持
っ
て
い
る
こ
と
と
は
違
い
ま
す
。
特
に
就

職
の
た
め
の
履
歴
書
に
Ｅ
Ｕ
認
証
の
証
明
書
を

添
付
す
れ
ば
、
即
戦
力
と
し
て
の
能
力
を
最
も

強
力
に
証
明
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
」
。

慈
済
基
金
会
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
ル
ブ
リ
ン

に
あ
る
カ
リ
タ
ス
基
金
会
と
協
力
し
て
、
ウ
ク

ラ
イ
ナ
か
ら
避
難
し
て
い
る
人
た
ち
に
ポ
ー

ラ
ン
ド
語
を
教
え
、
地
元
社
会
に
溶
け
込
む
機

会
を
与
え
て
い
る
。
慈
済
は
今
年
初
め
か
ら
七

月
末
ま
で
、
七
十
九
人
に
コ
ー
ス
の
修
了
証
を

授
与
し
た
。

こ
の
修
了
証
を
軽
ん
じ
て
は
な
り
ま
せ
ん

よ
、
と
ド
イ
ツ
在
住
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
陳
淑
女

戰
爭
が
終
わ
る
日
ま
で
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
身
を
寄
せ
て
い
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
に
は
、

生
き
て
い
く
自
信
と
尊
厳
が
必
要
な
の
だ
。

語
学
コ
ー
ス
は
社
会
に
溶
け
込
む
の
に
役
立
ち
、

再
び
新
た
な
自
由
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
。

医
療
用
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
コ
ー
ス
は
、
医
療
従
事
者
が
ラ
イ
セ
ン
ス
を
取
得
し
、

自
分
の
専
門
知
識
を
活
か
し
て
よ
り
多
く
の
患
者
を
助
け
る
こ
と
に
役
立
つ
。

（
ツ
ン
・
ス
ゥ
ニ
ゥ
）
さ
ん
は
、
そ
の
実
用
的

な
価
値
に
つ
い
て
こ
う
語
っ
た
。
「
こ
れ
は
Ｅ

Ｕ
統
一
語
学
認
証
資
格
コ
ー
ス
で
す
。
Ａ
１
、

Ａ
２
、
Ｂ
１
、
Ｂ
２
、
か
ら
Ｃ
１
、
Ｃ
２
の
レ

ベ
ル
に
分
け
ら
れ
て
い
て
、
１
点
か
ら
５
点
の

成
績
で
計
算
し
ま
す
。
こ
の
修
了
証
書
さ
え
あ

れ
ば
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全
土
で
言
語
能
力
の
レ
ベ

ル
が
判
別
で
き
、
人
と
の
会
話
交
流
が
で
き
る

だ
け
な
の
か
、
聞
き
取
り
と
読
み
書
き
に
何
の

障
害
も
な
い
レ
ベ
ル
な
の
か
を
証
明
し
て
く
れ

る
の
で
す
」
。
ま
た
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
の
就
職

に
役
立
つ
だ
け
で
な
く
、
二
十
六
歳
以
下
で
語

学
力
Ｂ
２
レ
ベ
ル
が
あ
れ
ば
、
国
籍
を
問
わ

ず
小
学
校
か
ら
大
学
ま
で
無
料
で
就
学
が
で
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き
る
の
だ
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
言
語
は
似
て

お
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
可
能
な
部
分

も
あ
る
が
、
文
法
を
学
ぶ
場
合
に
は
困
難
が
伴

う
。
こ
の
コ
ー
ス
は
ル
ブ
リ
ン
の
カ
ト
リ
ッ
ク

大
学
で
開
か
れ
て
い
る
。
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ラ
先

生
の
ク
ラ
ス
は
学
生
の
数
が
多
く
、
彼
女
は
、

コ
ー
ス
を
修
了
す
る
の
は
簡
単
で
は
な
い
と
言

う
。
彼
ら
は
仕
事
と
勉
強
、
そ
し
て
家
庭
で
の

責
任
の
間
で
バ
ラ
ン
ス
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
か
ら
だ
。

先
生
た
ち
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
を
教
え
る
だ
け

で
な
く
、
様
々
な
生
活
情
報
を
共
有
し
、
一
部

の
学
生
の
本
業
に
も
注
目
し
な
が
ら
、
可
能
な

就
職
先
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
紹
介
も
行
う
。

現
地
の
言
葉
が
で
き
れ
ば
、
確
か
に
安
心
で
き

る
。
高
齢
者
に
と
っ
て
も
、
再
雇
用
は
叶
わ
な

く
て
も
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
が
少
し
ず
つ
理
解
で

き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
一
人
で
買
い
物
に
出
か

け
、
誰
か
と
会
話
す
る
こ
と
も
で
き
る
よ
う
に

な
り
、
疎
外
感
を
感
じ
る
こ
と
も
減
る
。

マ
グ
ダ
レ
ナ
先
生
は
、
レ
ベ
ル
Ｂ
１
の
学
生

た
ち
を
誇
り
に
思
っ
て
い
る
。
「
彼
ら
は
最
も

進
歩
が
速
く
、
中
に
は
す
で
に
職
に
就
き
、
或

い
は
大
学
入
学
の
資
格
を
得
た
学
生
も
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
慈
済
の
支
援
が
個
人
の
就
職
や

就
学
の
面
で
、
功
を
奏
し
て
い
る
こ
と
を
証
明

し
て
い
ま
す
」
。

２０２２年２月に戦争が勃発し、慈済は３月から他国に逃れ
たウクライナ人たちに支援の手を差し伸べた。国際赤十字
社、国連児童基金、カトリックサレジオ会、カリタス基金会、
カミリアン修道会、ポーランド婦女基金会、ワールドホープ、
イスラエイドなど 11のＮＧＯと連携し、様々な支援を提
供した。

統計によると、一年余りで１２００万人以上のウクライナ人が
ポーランドに避難し、そこを離れた人も１０００万人に上っ
た。この緊急時に、慈済は購買カードやデビットカードを
配付し、４カ月にわたって中長期ケアを提供した。

慈済がポーランドで
ウクライナ避難民を支援

緊急支援期間

・

・

首都ワルシャワ、ルブリン、シュチェチン、ポズナン、オ
ポーレではヨーロッパ各地の慈済ボランティアが支援にあ
たった。

支援には、物資の配付、生活支援、ポーランド語コース・
成人向け職業訓練コース開設、学童保育クラス、歯科の施
療などが含まれる。

中長期の支援

・

・



2024・543 慈済ものがたり 42

留
ま
る
べ
き
か
否
か
　

ど
ち
ら
も
困
難
が
つ
き
ま
と
う

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
隣
国
ポ
ー
ラ
ン
ド
は
、
戦
争

初
期
に
避
難
民
を
最
も
多
く
受
け
入
れ
た
国
で

あ
る
。
政
府
機
関
と
国
内
外
の
慈
善
団
体
は
先

ず
、
彼
ら
が
落
ち
着
い
て
生
活
で
き
る
よ
う
支

援
を
行
っ
た
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
南
西
部
オ
ポ
ー
レ

県
の
大
都
市
オ
ポ
ー
レ
を
例
に
挙
げ
る
と
、
社

会
局
の
付
属
機
関
で
あ
る
「
社
会
活
動
セ
ン

タ
ー
」
は
全
方
位
的
な
支
援
を
提
供
し
、
戦
争

前
か
ら
オ
ポ
ー
レ
に
住
ん
で
い
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ

人
に
よ
っ
て
、
戦
火
を
逃
れ
て
き
た
同
胞
を
受

け
入
れ
、
そ
こ
か
ら
社
会
局
が
雇
用
支
援
を
含

む
支
援
を
引
き
継
い
だ
。

母
親
が
仕
事
に
出
か
け
る
た
め
、
夏
休
み
の

間
、
世
話
し
て
く
れ
る
人
が
い
な
い
子
供
の
こ

と
を
考
慮
し
て
、
オ
ポ
ー
レ
市
社
会
局
は
月
曜

日
か
ら
金
曜
日
の
毎
日
午
前
八
時
か
ら
午
後
三

時
ま
で
、
学
童
保
育
を
提
供
し
て
い
る
。
そ
こ

で
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
の
子
供

が
一
緒
に
絵
を
描
い
た
り
、
遊
戯
や
読
書
を
し

た
り
し
て
交
流
を
深
め
て
い
る
。

戦
争
勃
発
後
、
赤
十
字
オ
ポ
ー
レ
県
支
部
は
、

緊
急
事
態
を
乗
り
切
る
た
め
、
ほ
ぼ
毎
日
避
難

民
に
物
資
を
配
付
し
て
い
た
が
、
今
で
は
日
常

必
需
品
の
寄
贈
が
日
毎
に
減
っ
て
い
る
た
め
、

配
付
は
一
カ
月
十
二
回
に
調
整
さ
れ
、
対
象
は

高
齢
者
と
三
人
以
上
の
子
ど
も
が
い
る
母
親
ま

た
は
身
体
障
害
者
に
限
定
さ
れ
た
。

オ
ポ
ー
レ
の
慈
済
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
陳
恵
如

（
ツ
ン
・
フ
ェ
イ
ル
ー
）
さ
ん
と
ラ
ド
ス
ロ
ー
・

ア
ト
ラ
ス
さ
ん
夫
妻
は
、
昨
年
六
月
と
七
月
に

オ
ポ
ー
レ
体
育
館
で
大
規
模
な
配
付
イ
ベ
ン
ト

を
何
回
も
行
い
、
買
い
物
カ
ー
ド
、
毛
布
を
配

付
し
た
。
ま
た
、
十
二
月
か
ら
は
オ
ポ
ー
レ
大

学
と
協
力
し
て
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
と
職
業
訓
練

コ
ー
ス
を
開
設
し
、
避
難
民
の
雇
用
機
会
を
増

や
す
手
伝
い
を
し
て
い
る
。

当
初
、
語
学
コ
ー
ス
は
、
三
百
人
で
二
十
ク

ラ
ス
を
開
設
す
る
計
画
だ
っ
た
が
、
申
し
込
み

者
数
が
四
百
人
を
超
え
た
た
め
、
最
終
的
に

三
百
五
十
人
と
し
て
、
八
人
の
オ
ポ
ー
レ
大
学

の
教
師
が
指
導
を
受
け
持
っ
た
。
ま
た
、
一
部

の
避
難
民
の
差
し
迫
っ
た
要
望
に
応
え
、
集
中

ク
ラ
ス
も
開
設
し
た
。
特
別
な
の
は
、
大
学
の

キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
な
く
、
教
室
を
分
散
し
て
行

う
よ
う
に
し
た
こ
と
だ
。
主
に
彼
ら
の
居
住
地

に
合
わ
せ
て
、
近
隣
の
高
校
や
小
学
校
、
或
い

は
文
化
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
協
力
を
仰
ぎ
、
教
室

を
提
供
し
て
も
ら
っ
た
。
戦
争
に
よ
る
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
高
騰
で
、
暖
房

費
や
電
気
代
が
大
幅
に
値
上
が
り
し
た
た
め
、

集
中
授
業
は
人
数
を
多
く
受
け
入
れ
ら
れ
る
ビ

ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
で
行
わ
れ
た
。

し
か
し
、
誰
も
が
終
業
式
ま
で
授
業
を
受
け
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●
ル
ブ
リ
ン
で
高
齢
者
へ
の
定
期
的
な
食
糧
配
付
の
時
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
た
ち
は

「
皆
家
族
」
と
い
う
慈
済
の
歌
を
手
話
と
共
に
歌
い
、
支
援
と
寄
り
添
い
の
雰
囲

気
を
添
え
た
。
（
撮
影
・
セ
ル
シ
）
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重
要
政
策
を
発
表
し
た
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
籍
の
医

師
が
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
ラ
イ
セ
ン
ス
を
取
得
し
、

五
年
間
合
法
的
に
医
療
行
為
を
行
う
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
し
た
の
だ
。
こ
の
政
策
は
、
ポ
ー

ラ
ン
ド
の
医
療
人
員
不
足
の
問
題
を
解
決
し
た

だ
け
で
な
く
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
籍
医
師
に
就
業
機

会
を
与
え
、
彼
ら
の
生
活
が
よ
り
安
定
す
る
よ

う
に
な
っ
た
。

こ
の
政
策
が
発
表
さ
れ
る
と
、
ポ
ズ
ナ
ン
の

慈
済
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
あ
る
ル
カ
シ
ュ
さ
ん
と

張
淑
兒
（
ヅ
ァ
ン
・
ス
ゥ
ー
ア
ル
）
さ
ん
夫
妻

は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
医
師
も
医
療
用
ポ
ー
ラ
ン

ド
語
の
習
得
が
必
要
に
な
る
、
と
直
ち
に
察
知

続
け
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
彼
ら
は
留
ま
る

べ
き
か
ど
う
か
で
迷
う
こ
と
が
よ
く
あ
る
か
ら

だ
。
長
期
滞
在
す
る
の
な
ら
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
語

を
学
ぶ
こ
と
は
不
可
欠
だ
。
し
か
し
、
近
い
将

来
帰
国
で
き
る
と
し
た
ら
ど
う
だ
ろ
う
？
何
度

も
自
問
自
答
を
繰
り
返
し
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
を

決
め
る
の
が
実
に
難
し
い
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
た

ち
も
彼
ら
の
心
情
が
よ
く
理
解
で
き
る
の
で
、

手
伝
え
る
こ
と
は
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
医
師
の
合
法
的
な
就
業

二
○
二
二
年
末
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
政
府
は
或
る

し
た
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
の
特
殊
な
政
策
に
は
前

提
条
件
が
あ
っ
た
か
ら
だ
。
つ
ま
り
、
こ
こ
で

医
療
に
従
事
す
る
に
は
、
基
本
的
な
医
学
知

識
の
ほ
か
に
流
暢
な
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
を
話
せ

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
患
者
と
十
分
に
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
が
必
須
と
さ
れ
て
い

る
か
ら
で
あ
る
。

ル
カ
シ
ュ
さ
ん
夫
妻
は
素
早
く
ポ
ー
ラ
ン
ド

で
第
三
位
の
ア
ダ
ム
・
ミ
ツ
キ
ェ
ヴ
ィ
チ
大
学

（
以
下
Ｕ
Ａ
Ｍ
）
と
提
携
し
て
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ

人
医
師
に
医
療
用
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
コ
ー
ス
を
提

供
す
る
こ
と
に
し
た
。

Ｕ
Ａ
Ｍ
に
は
百
年
以
上
の
歴
史
が
あ
り
、

ポ
ー
ラ
ン
ド
の
ロ
マ
ン
派
詩
人
ア
ダ
ム
・
ミ

ツ
キ
ェ
ヴ
ィ
チ
に
ち
な
ん
で
名
付
け
ら
れ
た
。

外
国
語
教
育
と
研
究
で
有
名
な
大
学
で
、
ポ
ー

ラ
ン
ド
の
外
国
語
大
学
と
称
さ
れ
て
い
る
。

慈
済
は
そ
の
前
の
二
〇
二
二
年
八
月
か
ら
ポ

ズ
ナ
ン
で
、
避
難
生
活
を
送
る
人
向
け
に
無

料
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
コ
ー
ス
の
提
供
を
始
め
て

い
た
。
今
年
は
更
に
二
つ
の
医
療
用
ポ
ー
ラ
ン

ド
語
コ
ー
ス
を
増
設
し
た
。
学
生
に
は
八
十
％

以
上
の
出
席
と
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
医
療
制
度
と

法
律
を
深
く
理
解
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

厳
し
い
試
験
を
経
て
初
め
て
、
Ｕ
Ａ
Ｍ
と
慈
済

基
金
会
が
共
同
で
発
行
す
る
修
業
証
明
書
を
手
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歯
科
の
施
療
　

も
う
我
慢
し
な
く
て
も
い
い

ポ
ズ
ナ
ン
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
チ
ー
ム
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
支
援
を
毎
月
延
べ
千
三
百
人
以
上
に

提
供
し
て
い
る
。
成
人
向
け
の
職
業
訓
練
コ
ー

ス
で
は
、
医
療
用
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
、
理
容
や
美

容
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
な
ど
の
講
座
が
あ
り
、

子
供
や
青
少
年
向
け
に
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
、
英
語
、
体
操
、
絵
画
や
チ
ェ

ス
な
ど
の
教
室
も
あ
る
。

ポ
ー
ラ
ン
ド
で
は
、
無
料
で
歯
科
治
療
が
受

け
ら
れ
る
範
囲
が
か
な
り
限
ら
れ
て
お
り
、
健

康
保
険
へ
の
加
入
を
強
い
ら
れ
て
い
る
勤
労
者

に
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
。

五
十
人
の
学
生
が
そ
の
コ
ー
ス
に
参
加
し
、

今
年
八
月
に
卒
業
し
た
。
そ
の
う
ち
の
二
十
三

人
が
政
府
や
病
院
の
医
療
用
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
試

験
に
合
格
し
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
医
師
ラ
イ
セ
ン

ス
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
彼
ら
は
自
分

の
専
門
知
識
を
発
揮
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
だ

け
で
な
く
、
家
族
と
共
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
合
法

的
に
収
入
を
得
て
自
立
し
た
生
活
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
の
だ
。

家
庭
で
あ
っ
て
も
、
簡
単
な
検
査
サ
ー
ビ
ス
し

か
受
け
ら
れ
ず
、
予
約
し
て
か
ら
診
察
す
る
ま

で
、
二
カ
月
か
ら
六
カ
月
待
た
さ
れ
る
こ
と
も

あ
る
。
個
人
経
営
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
診
察
を
受

け
れ
ば
、
日
本
円
に
し
て
四
千
円
以
上
の
診
療

費
が
必
要
に
な
る
場
合
も
あ
る
。
そ
の
上
、
抜

歯
や
根
管
治
療
に
な
る
と
、
更
に
高
額
な
費
用

が
か
か
る
。
仕
事
の
な
い
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
家
庭

に
と
っ
て
、
大
き
な
負
担
で
あ
る
。

歯
の
痛
み
は
待
つ
こ
と
が
で
き
な
い
。
ル
カ

シ
ュ
さ
ん
と
張
さ
ん
は
、
ポ
ズ
ナ
ン
医
科
大
学

付
属
病
院
の
カ
ロ
リ
ナ
教
授
の
支
援
を
受
け

て
、
月
に
一
度
、
避
難
民
に
無
料
の
歯
科
治
療

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
。

●
ポ
ズ
ナ
ン
の
慈
済
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
医
療
用
ポ
ー
ラ
ン

ド
語
コ
ー
ス
を
開
設
し
た
。
募
集
開
始
か
ら
１
２
時
間
も

し
な
い
う
ち
に
、
５
０
人
以
上
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
籍
医
師
や

看
護
師
、
医
療
専
門
家
が
登
録
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
写
真
の
提
供
・
張
淑
兒
）
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で
す
。
何
時
の
日
か
再
会
で
き
る
こ
と
を
願
っ

て
」
。
ア
ン
ナ
さ
ん
に
母
親
と
し
て
の
勇
敢
さ

が
見
え
た
。
し
か
し
、
彼
女
は
出
産
後
に
次
々

と
歯
に
問
題
が
発
生
し
、
息
子
の
ヘ
リ
ブ
君
も

虫
歯
に
な
っ
た
が
、
よ
う
や
く
カ
ロ
リ
ナ
教
授

の
無
料
診
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ヘ
リ
ブ
君
は
慈
済
の
チ
ェ
ス
講
座
に
も
参
加

す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
週
に
一
度
の
授
業
で
力

を
伸
ば
し
、
周
囲
か
ら
敬
服
さ
れ
る
棋
士
に
成

長
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
か
ら
も
将
来
の
活
躍
を

祝
福
さ
れ
て
い
る
。

八
万
七
千
円)

に
加
え
て
歯
の
痛
み
に
も
悩
ま

さ
れ
、
そ
れ
で
も
歯
を
食
い
し
ば
っ
て
耐
え
て

き
た
。
今
年
六
月
に
歯
の
治
療
を
受
け
始
め
て

か
ら
、
よ
う
や
く
痛
み
が
和
ら
い
だ
。

今
年
三
月
、
ア
ン
ナ
さ
ん
は
、
片
手
に
生
後

三
カ
月
の
娘
を
抱
え
、
も
う
片
方
の
手
で
未
成

年
の
息
子
の
手
を
引
い
て
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
到
着

し
た
が
、
経
済
的
な
制
約
か
ら
自
分
の
健
康
を

後
回
し
に
し
て
、
使
え
る
お
金
を
全
て
保
育
と

家
賃
に
費
や
し
た
。

「
こ
こ
に
は
親
戚
や
家
族
は
い
ま
せ
ん
。
軍

隊
の
最
前
線
に
い
る
夫
の
無
事
を
毎
日
祈
っ
て

い
ま
す
。
た
だ
彼
に
生
き
て
い
て
欲
し
い
だ
け

ウ
ク
ラ
イ
ナ
南
部
の
都
市
ザ
ポ
リ
ー
ジ
ャ
は

原
子
力
発
電
所
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
戦
争
初
期

に
ロ
シ
ア
軍
に
占
拠
さ
れ
た
。
三
十
八
歳
の
カ

テ
リ
ー
ナ
さ
ん
は
、
二
人
の
未
成
年
の
子
供
、

ロ
ー
マ
ン
君
と
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
ち
ゃ
ん
を
連
れ

て
避
難
し
、
昨
年
三
月
九
日
に
ポ
ズ
ナ
ン
に
到

着
し
た
。
彼
女
の
七
十
歳
の
父
親
、
ヴ
ォ
ロ

デ
ィ
ミ
ル
さ
ん
も
、
数
々
の
困
難
を
乗
り
越
え

て
、
や
っ
と
彼
女
と
合
流
で
き
た
。

慈
済
の
買
い
物
カ
ー
ド
を
受
け
取
っ
た
カ

テ
リ
ー
ナ
さ
ん
は
、
元
々
は
専
業
主
婦
な
の

で
、
ま
だ
適
当
な
仕
事
は
見
つ
か
っ
て
い
な

い
。
毎
月
の
家
賃
二
千
三
百
ズ
ウ
ォ
テ
ィ(

約

●
ポ
ズ
ナ
ン
医
科
大
学
歯
学
部
は
慈
済
と
協
力
し
て
、
経

済
的
に
困
難
な
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
家
庭
に
毎
月
無
料
の
歯
科

治
療
を
提
供
し
て
い
る
。
（
写
真
の
提
供
・
張
淑
兒
）
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寄
り
添
い
に
感
謝
　

私
の
た
め
に
泣
か
な
い
で

ポ
ー
ラ
ン
ド
東
部
に
位
置
す
る
ル
ブ
リ
ン

は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
境
に
最
も
近
い
だ
け
で
な

く
、
生
活
費
が
最
も
安
い
都
市
で
あ
る
。
避

難
し
た
人
々
の
多
く
は
そ
こ
を
中
継
地
と
み

な
し
、
短
期
間
滞
在
し
た
後
、
次
の
目
的
地

へ
向
か
う
。
そ
こ
に
留
ま
っ
て
い
る
の
は
お

金
に
余
裕
が
な
い
人
た
ち
で
、
他
の
生
活
レ

ベ
ル
が
高
い
地
域
に
行
く
こ
と
が
で
き
な
い

の
だ
。
ま
た
、
全
て
を
使
い
果
た
し
、
ウ
ク

ラ
イ
ナ
に
帰
る
時
も
長
距
離
を
移
動
す
る
必

要
が
な
い
。
そ
の
よ
う
な
背
景
や
考
え
を
聞

く
と
、
心
が
痛
ん
だ
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
と
地
元
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
、
そ

し
て
台
湾
の
留
学
生
で
結
成
さ
れ
た
ル
ブ
リ
ン

慈
済
チ
ー
ム
は
こ
の
一
年
余
り
、
高
齢
者
や

心
身
障
害
者
た
ち
が
そ
こ
で
順
調
に
生
活
で

き
る
よ
う
、
重
点
的
に
支
援
し
て
い
る
。

ポ
ー
ラ
ン
ド
政
府
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
の

高
齢
者
に
月
額
日
本
円
に
し
て
約
一
万
一
千

円
を
支
給
し
て
い
る
が
、
高
騰
し
続
け
る
生

活
費
に
は
追
い
つ
か
な
い
。
慈
済
は
、
昨
年

九
月
か
ら
六
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
に
果

物
、
野
菜
、
穀
物
、
豆
な
ど
の
食
品
を
配
付

し
、
健
康
を
維
持
す
る
の
に

十
分
な
栄
養
の
あ
る
食
べ
物

を
確
実
に
摂
取
で
き
る
よ
う

に
さ
せ
て
い
る
。
配
付
す
る

人
数
は
一
回
に
二
百
人
か
ら

二
百
五
十
人
だ
が
、
ほ
ぼ
毎

日
見
た
こ
と
が
な
い
人
た
ち

が
助
け
を
求
め
て
く
る
た
め
、

十
日
か
ら
十
四
日
ご
と
に
配

付
し
て
い
る
。

●
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
高
齢
者
の
ウ
ラ
ジ

ミ
ー
ル
・
グ
ラ
ン
デ
ィ
ン
さ
ん
は
、
懸
命

に
作
品
を
販
売
し
て
義
足
の
装
着
費
用

を
貯
め
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
８
月
に

家
庭
訪
問
し
た
際
、
行
動
で
支
援
し
た
。
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た
め
の
根
茎
類
も
た
く
さ
ん
用
意
し
た
。

ポ
ー
ラ
ン
ド
に
留
学
し
、
卒
業
後
も
ル
ブ

リ
ン
に
留
ま
っ
て
、
ネ
イ
ル
サ
ロ
ン
を
経
営

し
て
い
る
ア
ナ
ス
タ
シ
ア
さ
ん
は
、
同
胞
の

苦
し
み
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、
カ
リ
タ
ス

基
金
会
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
、
今
は

慈
済
と
の
連
絡
窓
口
に
な
っ
て
い
る
。
「
慈
済

は
途
切
れ
る
こ
と
な
く
高
齢
者
た
ち
の
サ
ポ
ー

ト
を
続
け
て
い
て
、
本
当
に
感
動
さ
せ
ら
れ

ま
す
」
と
彼
女
が
言
っ
た
。

配
付
活
動
が
終
わ
る
と
、
高
齢
者
た
ち
は
重

い
エ
コ
バ
ッ
グ
を
背
負
っ
た
り
、
引
き
ず
っ

た
り
し
て
一
人
ひ
と
り
帰
っ
て
行
く
が
、
そ

の
孤
独
な
背
中
を
見
る
と
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

た
ち
い
つ
も
胸
が
締
め
付
け
ら
れ
る
。
し
か

し
、
高
齢
者
た
ち
は
逆
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
た

ち
を
慰
め
、
「
私
た
ち
の
こ
と
は
悲
し
ま
な
い

で
く
だ
さ
い
。
私
た
ち
は
こ
の
先
十
日
間
も

食
べ
る
も
の
が
あ
る
と
思
う
と
、
と
て
も
う

れ
し
い
の
で
す
。
食
糧
の
心
配
を
す
る
こ
と

な
く
、
安
心
し
て
眠
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら

で
す
」
と
言
っ
た
。
そ
し
て
、「
本
当
に
有
難
う
。

十
日
後
に
ま
た
会
い
ま
し
ょ
う
」
と
、
こ
の

一
年
間
付
き
添
っ
て
く
れ
た
慈
済
に
感
謝
の

気
持
ち
を
表
し
た
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
慈
済
月
刊
六
八
四
期
よ
り)

●
ポ
ズ
ナ
ン
の
慈
済
チ
ー
ム
は
様
々

な
職
業
訓
練
や
文
化
講
座
を
提
供
し
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
少
年
フ
リ
ブ
君
（
左
）

は
毎
週
チ
ェ
ス
の
教
室
に
通
っ
て
い

る
。
（
写
真
の
提
供
・
張
淑
兒
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
た
ち
は
、
心

を
込
め
て
変
化
に
富
ん
だ
食

材
を
提
供
し
て
い
る
。
八
月

下
旬
の
配
付
を
例
に
と
る
と
、

卵
、
パ
ン
、
油
、
そ
ば
の
実
、

ト
マ
ト
、
キ
ュ
ウ
リ
、
ズ
ッ

キ
ー
ニ
、
バ
ナ
ナ
、
梨
な
ど
で
、

お
年
寄
り
で
も
簡
単
に
サ
ラ

ダ
や
メ
イ
ン
デ
ィ
ッ
シ
ュ
が

作
れ
、
そ
れ
に
ス
ー
プ
を
作
る
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息
子
が
高
校
三
年
生
の
時
の
こ
と
だ
。
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
が
終
わ
っ
て
、

各
学
校
の
医
学
部
の
二
次
試
験
で
あ
る
面
接
の
準
備
を
し
て
い
た
。
四
月

中
ず
っ
と
面
接
の
練
習
を
し
て
い
た
彼
が
、
私
に
幾
つ
か
の
問
い
を
投
げ
か
け
た
。

そ
れ
ら
は
、
医
者
を
生
業
と
し
て
い
る
私
に
と
っ
て
、
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
る

も
の
だ
っ
た
。

息
子
の
問
い
は
意
味
深
い

な
ぜ
医
者
に
な
り
た
い
の
か
？

医
学
部
在
学
中
、
私
も
同
じ
よ
う
な
問
い
を
投
げ
か
け
ら
れ
た
。

医
者
に
な
っ
て
三
十
年
余
り
経
っ
た
今
、
私
の
答
え
は
、

そ
の
頃
と
は
変
わ
っ
た
。

命
の
贈
り
物

◎
口
述・黄
俊
豪（
大
林
慈
済
病
院
耳
鼻
咽
喉
科
頭
頸
部
外
科
主
任
）

整
理
・
候
宣
如
、
陳
美
蓮
、
蔡
藜
旭
（
屏
東
慈
済
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）

絵
・
林
順
雄　
訳
・
江
愛
寶

質
問
一
、
「
お
父
さ
ん
は
、
ど
う
し
て
医
者
に
な
り
た
い
と
思
っ
た
の
？
」
。

こ
れ
は
、
面
接
で
聞
か
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
私
は
し
ば
ら
く
考
え
て
か
ら
答

え
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
三
十
年
余
り
前
の
私
の
答
え
と
は
、
大
き
く
異
な
る
も

の
だ
っ
た
。

「
患
者
に
向
き
合
っ
た
時
、
そ
こ
に
見
え
る
の
は
病
だ
け
で
は
な
く
、
一
人
の
『
人

間
』
な
ん
だ
よ
」
と
私
は
答
え
た
。
そ
の
人
は
病
気
が
治
り
、
元
気
に
な
っ
て
喜
び
、

そ
し
て
、
彼
の
家
族
は
中
く
ら
い
か
大
き
な
喜
び
に
浸
る
の
で
あ
る
。
家
族
以
外

に
も
、
彼
の
二
等
親
、
三
等
親
、
友
人
や
親
戚
、
皆
が
嬉
し
く
な
る
と
私
は
信
じ

て
い
る
。

一
人
の
人
間
を
助
け
て
い
る
と
し
か
見
え
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
実
は
そ
の

人
を
助
け
る
だ
け
で
な
く
、
同
時
に
そ
の
人
の
家
族
を
も
助
け
る
こ
と
に
な
り
、

ひ
い
て
は
彼
の
友
人
に
ま
で
影
響
が
及
ぶ
の
で
あ
る
。
そ
の
類
の
喜
び
と
感
染
力

は
、
直
ち
に
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
慈
済
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
人
助
け
を
す
る

こ
と
と
同
じ
な
の
で
あ
る
。
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質
問
二
、
「
お
父
さ
ん
は
、
ど
う
し
て
宜
蘭
に
家
が
あ
る
の
に
、
嘉
義
を
職
場

に
し
た
の
？
そ
の
後
ま
た
、
北
部
に
行
っ
て
勉
強
し
た
の
に
、
ま
た
、
花
蓮
慈
済

大
学
で
教
鞭
を
取
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
な
ぜ
？
忙
し
く
走
り
回
っ
て
、
時
に
は

日
帰
り
す
る
こ
と
も
あ
る
の
は
、
何
の
た
め
な
の
？
」

私
は
息
子
に
こ
う
答
え
た
。

「
医
者
は
一
生
の
中
で
、
数
百
人
、
数
千
人
し
か
助
け
ら
れ
な
い
か
も
し
れ
な

い
が
、
私
は
も
っ
と
多
く
の
人
を
助
け
た
い
と
考
え
た
か
ら
だ
よ
。
母
校
の
大
学

院
で
勉
強
し
て
か
ら
、
慈
済
大
学
で
教
鞭
を
取
れ
ば
、
何
百
、
何
千
人
で
は
な
く
、
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何
万
、
何
十
万
人
、
ひ
い
て
は
次
の
世
代
、
そ
の
ま
た
次
の
代
ま
で
も
助
け
ら
れ

る
か
も
し
れ
な
い
と
思
っ
た
か
ら
だ
」
。

そ
し
て
、
私
た
ち
慈
済
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
同
じ
よ
う
に
、
今
助
け
て
い
る
の
は

目
の
前
の
人
だ
が
、
こ
の
よ
う
な
良
い
心
が
け
と
良
い
考
え
が
次
の
世
代
に
も
影

響
を
与
え
、
彼
ら
も
君
と
一
緒
に
善
行
を
し
て
、
次
の
ま
た
次
ま
で
影
響
し
て
い

く
か
も
し
れ
な
い
の
だ
。
こ
の
よ
う
に
功
徳
を
積
む
こ
と
が
で
き
た
ら
、
ど
ん
な

に
素
晴
ら
し
い
だ
ろ
う
。
だ
か
ら
、
こ
こ
数
年
こ
ん
な
に
も
苦
労
し
て
き
た
の
だ
。

息
子
は
聴
き
終
わ
る
と
こ
う
言
っ
た
。

「
お
父
さ
ん
、
本
当
に
大
変
だ
ね
。
体
に
気
を
つ
け
て
ね
！
」
。

子
供
か
ら
関
心
を
寄
せ
ら
れ
、
健
康
ま
で
気
遣
っ
て
く
れ
た
。
今
年
は
大
腸
の

内
視
鏡
検
査
を
受
け
、
二
つ
の
ポ
リ
ー
プ
が
見
つ
か
っ
た
が
、
早
目
に
処
置
し
た

の
で
、
病
変
の
可
能
性
は
避
け
ら
れ
た
。
こ
の
警
告
は
、
自
分
の
健
康
に
対
し
て

だ
け
で
な
く
、
患
者
へ
の
衛
生
教
育
に
も
役
立
っ
て
い
る
。

私
た
ち
耳
鼻
咽
喉
科
医
は
五
官
を
見
る
が
、
口
か
ら
入
る
食
べ
物
は
食
道
、
胃
、

小
腸
、
大
腸
を
経
過
し
て
肛
門
か
ら
排
出
さ
れ
る
。
大
腸
と
耳
鼻
咽
喉
科
は
関
係

が
あ
る
だ
ろ
う
か
？
勿
論
あ
る
。
病
は
口
か
ら
入
る
の
だ
か
ら
。
台
湾
癌
基
金
会

の
調
査
に
よ
る
と
、
今
の
若
者
は
、
大
腸
の
健
康
に
対
し
て
認
知
が
非
常
に
低
い

上
に
、
飲
食
と
生
活
習
慣
が
乱
れ
て
い
る
人
が
多
い
。
大
腸
癌
の
罹
患
率
は
こ
こ

数
年
急
速
に
上
昇
し
て
い
る
が
、
こ
の
こ
と
が
原
因
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

実
は
、
危
險
因
子
は
遺
伝
の
外
に
、
主
に
飲
食
の
内
容
に
あ
る
。
ど
の
よ
う
に

予
防
す
れ
ば
よ
い
か
？
そ
れ
に
は
菜
食
す
る
こ
と
で
あ
る
。
豊
富
な
食
物
纖
維
が

含
ま
れ
て
い
る
の
で
、
排
便
を
助
け
る
か
ら
だ
。
も
し
代
謝
性
の
疾
患
で
あ
る
場

合
は
、
し
っ
か
り
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
必
要
が
あ
る
。
生
活
の
リ
ズ
ム
に
注
意
し

て
睡
眠
の
質
を
改
善
し
、
排
便
が
習
慣
に
な
っ
て
い
る
か
を
見
極
め
る
必
要
が
あ

る
。
体
調
が
悪
い
時
は
、
す
ぐ
医
者
に
見
て
も
ら
い
、
腸
の
健
康
を
維
持
し
よ
う
。 

 
 
 
 
 
     

(

二
〇
二
三
年
五
月
十
八
日
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
朝
会
の
話
か
ら
抜
粋)

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(

慈
済
月
刊
六
八
一
期
よ
り)
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近
頃
よ
く
耳
に
す
る
の
は
、
慈
済
人
の

真
心
の
こ
も
っ
た
「
喜
ん
で
！
」
と

言
う
発
願
で
す
。
私
は
心
を
打
た
れ
、
一
層

確
信
が
強
ま
り
ま
し
た
。
慈
済
で
こ
の
一
甲

子
（
六
十
年
）
近
く
、
一
歩
一
歩
と
困
難
な

道
の
り
を
一
緒
に
歩
ん
で
く
れ
た
仲
間
に
感

謝
し
て
い
ま
す
。
後
に
続
く
人
の
拠
り
所
と

な
り
、
前
に
は
道
を
切
り
開
く
人
が
い
ま
し

た
。
正
に
皆
さ
ん
の
支
え
に
よ
っ
て
、
今
そ

の
道
は
と
て
も
平
坦
に
敷
か
れ
ま
し
た
。

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
と
マ
レ
ー
シ
ア
の
慈
済
人

が
、
長
年
精
進
し
て
仏
法
を
学
び
、
私
の
「
仏

陀
の
故
郷
へ
の
恩
返
し
」
と
い
う
心
願
も
聴

き
入
れ
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
二
年

間
、
多
く
の
チ
ー
ム
が
リ
レ
ー
式
に
ネ
パ
ー

ル
と
イ
ン
ド
に
赴
き
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
で

志
業
を
行
い
、
家
や
学
校
を
建
設
し
ま
し
た
。

中
で
も
イ
ン
ド
・
ブ
ッ
ダ
ガ
ヤ
の
シ
ロ
ン
ガ

村
で
は
、
三
十
六
軒
の
大
愛
住
宅
が
既
に
着

工
し
て
い
ま
す
。
間
も
な
く
、
整
然
と
し
た

集
落
が
で
き
、
草
ぶ
き
の
あ
ば
ら
家
に
住
ん

で
い
た
人
た
ち
は
安
心
し
た
生
活
が
で
き
る

の
で
す
。
私
た
ち
の
真
心
と
誠
意
は
そ
こ
か

ら
始
ま
り
、
そ
し
て
現
地
の
菩
薩
た
ち
を
啓

発
す
る
で
し
ょ
う
。

世
俗
に
言
わ
れ
て
い
る
「
恩
返
し
」
と

は
物
質
や
金
銭
で
恩
情
に
報
い
る
こ
と
で

す
。
し
か
し
、
私
た
ち
の
恩
返
し
と
は
、
仏

陀
の
故
郷
で
慧
命
を
育
む
こ
と
で
す
。
も
し

二
千
五
百
年
前
に
仏
陀
が
こ
の
世
に
生
ま
れ
、

◎
絵
・
陳
九
熹　

訳
・
慈
願
＆
心
嫈

悟
り
の
智
慧
は
、

現
代
風
に
言
え
ば
、

心
理
学
で
あ
り
、

感
情
で
理
解
で
き
な
い
こ
と
を

解
き
明
か
し
ま
す
。

因
縁
の
概
念
で
以
っ
て

自
我
を
整
え
、

悪
縁
を
な
く
し
て
、

善
縁
を
結
び
ま
し
ょ
う
。

仏
法
は
心
の
惑
い
を
解
く

【
證
厳
法
師
の
お
諭
し
】
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修
行
を
決
意
し
て
衆
生
に
悟
り
を
開
く
よ
う

教
え
る
こ
と
が
な
か
っ
た
ら
、
も
し
か
し
た

ら
私
た
ち
は
未
だ
に
迷
い
と
不
覚
の
中
に

あ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

二
千
五
百
年
前
、
シ
ッ
ダ
ー
ル
タ
王
子
は

王
宮
か
ら
出
て
、
城
外
で
人
民
が
苦
し
ん
で

い
る
の
を
目
に
し
ま
し
た
。
即
ち
、
病
に
患
っ

て
も
治
療
も
薬
も
な
い
人
や
老
い
て
も
帰
る

家
が
な
い
人
々
で
し
た
。
目
に
し
た
の
は
病
、

苦
し
み
、
貧
困
で
、
た
と
え
将
来
、
王
位
を

継
い
で
権
力
が
あ
っ
て
も
、
こ
れ
ら
の
人
を

助
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
ど
う
す
れ
ば
、

人
に
苦
し
み
を
知
っ
て
も
ら
い
、
如
何
に
し

て
「
苦
し
み
か
ら
逃
れ
る
法
」
を
教
え
た
ら

良
い
の
か
。
そ
の
真
理
を
求
め
る
た
め
に
、

家
族
を
離
れ
ま
し
た
。
苦
行
を
遍
歴
し
、
体

と
心
の
戦
い
の
末
、
遂
に
宇
宙
万
物
の
理
を

悟
り
ま
し
た
。

仏
陀
の
時
代
は
交
通
が
不
便
で
、
歩
い
て

行
け
る
距
離
は
そ
れ
ほ
ど
遠
く
な
く
、
現
代

の
よ
う
な
設
備
が
な
い
た
め
、
音
声
が
届
く

範
囲
も
限
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
仏
典
に
は
、

「
仏
陀
の
声
音
は
、
近
く
か
ら
遠
く
ま
で
、
十

方
に
徹
し
至
る
」
と
書
か
れ
て
あ
り
ま
す
が
、

可
能
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
は
仏
陀
が
悟
っ
た

真
理
の
叙
述
で
あ
り
、
時
間
と
空
間
に
限
り

が
な
く
、
仏
法
を
聴
く
者
の
心
に
届
い
た
と

言
う
こ
と
な
の
で
す
。
人
は
仏
様
と
同
等
の

智
慧
を
有
し
て
い
ま
す
が
、
た
だ
愚
か
な
凡

夫
で
あ
る
だ
け
で
、
清
ら
か
な
本
性
は
煩
悩

と
無
明
に
汚
染
さ
れ
て
い
ま
す
。
よ
く
言
わ

れ
る
「
人
心
の
浄
化
」
と
は
、
迷
い
を
悟
り

に
転
じ
、
迷
え
る
無
明
の
心
が
正
知
正
見
に

至
る
こ
と
な
の
で
す
。

仏
陀
の
悟
り
の
智
慧
は
、
現
代
で
言
え
ば
、

心
理
学
で
あ
り
、
心
の
迷
い
を
消
す
こ
と
が

で
き
る
の
で
す
。
人
生
に
お
い
て
、
老
、
病
、

死
は
自
然
な
こ
と
で
す
が
、
そ
れ
で
も
悩
み

は
尽
き
ま
せ
ん
。
情
の
悩
み
や
自
由
が
得
ら

れ
な
い
悩
み
、
深
い
愛
が
転
じ
た
憎
し
み

等
々
、
煩
悩
に
よ
っ
て
自
分
の
心
を
傷
つ
け

て
い
ま
す
。
智
慧
の
あ
る
人
は
、
人
間
（
じ
ん

か
ん
）
の
苦
し
み
や
行
き
来
す
る
生
と
死
を

理
解
し
て
お
り
、
い
つ
で
も
あ
り
の
ま
ま
に

因
、
縁
、
果
、
報
が
あ
る
の
で
す
。

無
常
を
認
識
す
る
こ
と
は
、
最
大
の
悟
り

で
す
。
誰
も
が
「
無
常
」
と
い
う
言
葉
を
口

に
し
ま
す
が
、
実
際
に
無
常
の
道
理
を
体
験

し
て
い
な
け
れ
ば
、
不
本
意
な
境
遇
に
遭
遇

す
る
と
、
「
私
は
何
も
悪
い
こ
と
を
し
て
い
な

い
の
に
、
な
ぜ
こ
ん
な
目
に
遭
わ
な
く
て
は

な
ら
な
い
の
か
」
、
「
な
ぜ
私
が
？
こ
ん
な
に

た
く
さ
ん
善
行
を
し
て
き
た
の
に
」
と
嘆
き

ま
す
。
そ
の
よ
う
な
考
え
を
持
つ
人
は
、
物

事
の
因
果
関
係
が
分
か
っ
て
な
く
、
仏
法
が

心
に
入
っ
て
い
な
い
の
で
す
。
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自
分
で
理
解
で
き
な
い
心
の
問
題
は
仏
法

で
解
決
す
る
の
で
す
。
「
因
縁
」
と
い
う
概
念

で
以
っ
て
心
を
落
ち
着
か
せ
る
の
で
す
。
さ

も
な
け
れ
ば
、
ど
れ
だ
け
多
く
の
人
が
説
得

し
に
来
て
も
、
問
題
は
解
決
せ
ず
、
う
ま
く

い
き
ま
せ
ん
。
心
を
開
い
て
放
下
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
こ
そ
道
は
通
じ
る
の
で
あ
っ
て
、

決
し
て
苦
し
み
の
中
に
沈
ん
だ
ま
ま
で
は
い

け
ま
せ
ん
。
最
も
重
要
な
の
は
、
悪
縁
を
解

消
し
、
善
縁
を
結
ぶ
こ
と
で
す
。
ま
た
、
仏

法
で
人
を
助
け
、
煩
悩
を
解
き
ほ
ぐ
さ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

私
た
ち
は
今
、
仏
陀
が
言
っ
た
、
「
心
を
清

ら
か
に
し
て
、
仏
性
を
見
出
す
」
状
態
を
享
受

し
て
い
る
の
で
す
か
ら
、
仏
法
は
仏
陀
の
故

郷
か
ら
伝
え
ら
れ
た
も
の
で
す
が
、
こ
こ
か

ら
回
向
さ
せ
る
の
で
す
。
慈
済
人
は
私
た
ち

の
代
で
、
二
千
五
百
年
余
り
前
の
仏
陀
の
心

願
を
成
就
さ
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
慈

済
の
菩
薩
道
で
は
既
に
と
て
も
多
く
の
体
験

が
積
ま
れ
て
お
り
、
世
の
多
く
の
苦
難
に
あ

る
人
々
を
支
援
し
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
今
、

こ
の
よ
う
な
方
法
と
経
験
を
仏
陀
の
故
郷
に

根
付
か
せ
て
、
現
地
の
苦
難
に
あ
る
人
々
の

人
生
を
を
反
転
さ
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
し
て
、
こ
の
正
法
が
永
遠
に
存
在
し
続
け

る
よ
う
に
す
る
の
で
す
。

私
た
ち
に
代
わ
っ
て
、
先
に
仏
陀
の
故
郷

に
足
を
踏
み
入
れ
た
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
と
マ
レ
ー

シ
ア
の
菩
薩
た
ち
に
感
謝
し
ま
す
。
私
た
ち
は

も
っ
と
心
し
て
現
地
の
こ
と
を
皆
と
分
か
ち

合
い
、
全
力
で
支
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

「
功
徳
無
量
」
と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
が
、
一
人

ひ
と
り
の
思
い
と
善
の
力
を
少
し
ず
つ
結
集

す
れ
ば
、
大
き
な
功
徳
を
成
し
遂
げ
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
す
。

自
然
災
害
、
人
災
、
貧
困
、
病
に
苦
し
ん

で
い
る
人
々
が
た
く
さ
ん
助
け
を
待
っ
て
い

ま
す
。
一
人
で
助
け
る
こ
と
は
で
き
ず
、
少

人
数
で
も
力
が
足
り
ま
せ
ん
。
皆
が
結
集
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
見
聞
き
で
き
れ
ば
、

愛
は
行
き
わ
た
り
ま
す
。
仏
法
を
弘
め
る
こ

と
が
で
き
れ
ば
、
人
間
（
じ
ん
か
ん
）
は
浄

化
さ
れ
る
の
で
す
。

仏
陀
が
こ
の
世
に
出
現
し
た
と
い
う
「
一

大
事
」
は
、
菩
薩
法
を
教
え
る
た
め
な
の
で

す
。
菩
薩
に
な
る
ま
で
に
長
い
時
間
を
か
け

て
修
行
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち

は
皆
、
今
生
で
菩
薩
に
な
る
縁
が
あ
る
の
で

す
。
法
を
聞
き
、
法
を
受
け
入
れ
、
法
を
伝

え
て
、
群
衆
に
混
じ
っ
て
仏
法
を
実
践
す
る

こ
と
が
即
ち
、
弘
法
な
の
で
す
。
あ
ら
ゆ
る

人
に
福
を
作
る
機
会
を
与
え
る
こ
と
が
、
衆

生
を
利
す
る
こ
と
で
す
。
「
弘
法
利
生
」
し
て
、

菩
薩
と
し
て
現
れ
る
の
で
す
。
皆
さ
ん
、
心

し
て
修
行
を
続
け
て
く
だ
さ
い
！

（
慈
済
月
刊
六
八
九
期
よ
り)



コ
ー
ラ
ン
経
筆
写
本

時
を
経
て
受
け
継
が
れ　

器
用
な
手
で
蘇
る

五
百
年
前
に
書
き
写
さ
れ
た
コ
ー
ラ
ン
経
は
、
血
と
涙
が
滲
み
、
虫
に
食
わ
れ
、

水
に
浸
か
り
、
火
災
に
も
遭
遇
し
た
。
図
書
館
の
書
籍
修
復
士
は
、
刷
毛
と

「
典
具
帖
紙
」
と
い
う
和
紙
を
使
っ
て
一
寸
ず
つ
修
復
し
、
二
年
以
上
を
費
や
し
て
、

五
百
ペ
ー
ジ
に
も
及
ぶ
ア
ラ
ー
の
言
葉
を
元
に
近
い
状
態
に
戻
し
た
。

特
別
報
道

文
・
楊
景
卉　

訳
・
済
運

（撮影・劉子正）
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そ
れ
は
私
が
出
会
っ
た
中
で

最
も
古
い
書
籍
だ
と
思
う
。

虫
食
い
の
跡
に
し
て
も
破
れ
た
箇

所
に
し
て
も
、
あ
ら
ゆ
る
書
籍
に

見
ら
れ
る
問
題
が
そ
こ
に
は
あ
っ

た
。
筆
跡
と
ペ
ー
ジ
に
残
さ
れ
た

情
報
を
も
と
に
、
紀
元
十
五
世
紀

か
ら
十
六
世
紀
の
間
に
、
十
人
の

人
に
よ
っ
て
書
き
写
さ
れ
た
も
の

で
あ
ろ
う
。
そ
れ
故
に
、
紙
の
年

代
や
色
が
異
な
っ
て
お
り
、
修
復

作
業
す
る
側
に
と
っ
て
は
一
大
挑

戦
で
あ
っ
た
。
台
湾
図
書
病
院
の

書
籍
修
復
士
、
徐
美
文
（
シ
ユ
ウ
・

メ
イ
ウ
ェ
ン
）
さ
ん
は
、
詳
細
に

調
べ
た
結
果
、
五
百
年
余
り
前
に

手
書
き
で
写
さ
れ
た
コ
ー
ラ
ン
経

で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
言
っ
た
。

そ
の
コ
ー
ラ
ン
経
は
皮
革
で
綴
じ

ら
れ
て
い
る
が
、
表
紙
は
硬
く
な
っ

●
数
百
年
間
伝
承
さ
れ
て
来
た
手
書
き
の

コ
ー
ラ
ン
経
は
、
転
々
と
し
た
後
、
台
湾
の

イ
ス
ラ
ム
教
徒
で
あ
る
胡
さ
ん
の
手
に
渡
っ

た
こ
と
で
、
広
く
公
の
前
に
姿
を
現
し
た
。

ま
だ
ら
模
様
に
な
っ
た
麻
の
紙
に
異
な
っ
た

筆
跡
と
濃
さ
の
異
な
る
イ
ン
ク
が
見
て
取

れ
、
虫
に
食
わ
れ
た
後
の
穴
や
汚
れ
た
部
分

も
確
認
さ
れ
た
。
（
撮
影
・
劉
子
正
）
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て
い
て
、
中
身
と
分
離
し
て
し
ま
っ
て
い
た
。
ま

た
、
火
災
や
水
の
被
害
の
他
、
土
砂
に
埋
も
れ
た

形
跡
や
虫
食
い
に
よ
る
損
傷
が
あ
り
、
血
痕
や
カ

ビ
、
泥
、
花
弁
、
毛
髪
、
植
物
の
種
及
び
虫
の
糞

な
ど
の
痕
跡
が
見
ら
れ
る
ペ
ー
ジ
も
あ
っ
た
。

初
歩
的
な
検
査
で
は
、
そ
の
数
百
年
前
の

コ
ー
ラ
ン
経
に
は
三
種
類
の
虫
が
つ
い
て
お

り
、
低
酸
素
除
虫
ボ
ッ
ク
ス
に
一
週
間
入
れ
て
、

除
虫
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
そ
の
後
で
、
も
う

一
度
詳
し
く
検
査
し
た
。
徐
さ
ん
は
、
本
そ
の

も
の
と
紙
の
構
造
を
損
傷
し
な
い
こ
と
を
原
則

に
、
柔
ら
か
い
刷
毛
を
使
っ
て
一
ペ
ー
ジ
ず
つ

清
潔
に
し
て
か
ら
、
五
百
ペ
ー
ジ
余
り
に
及
ぶ

こ
の
コ
ー
ラ
ン
経
筆
写
本
に
ペ
ー
ジ
数
を
入
れ

て
い
っ
た
。
そ
し
て
、
表
紙
と
中
身
を
分
離
し
、

も
う
一
度
、
消
し
ゴ
ム
と
消
し
ゴ
ム
粉
（
文
献
修

復
や
芸
術
品
専
用
）
で
乾
式
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を

施
し
た
。
ど
の
過
程
も
時
間
を
要
し
、
「
精
細

に
修
復
す
る
の
に
こ
れ
ほ
ど
多
く
の
時
間
を
か

け
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。
ワ
ン
ス
テ
ッ
プ
で

も
省
け
ば
、
コ
ー
ラ
ン
経
に
と
っ
て
、
良
い
こ

と
で
は
な
い
か
ら
で
す
」
と
徐
さ
ん
が
言
っ
た
。

細
心
の
注
意
を
払
っ
て
修
復
　

本
来
の
色
を
取
り
戻
す

徐
さ
ん
は
古
い
洋
書
を
修
復
し
た
経
験
は
あ

る
が
、
五
百
年
前
の
古
書
を
修
復
す
る
の
は
初

め
て
で
あ
る
。
コ
ー
ラ
ン
経
を
分
解
し
て
か
ら
、

ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
元
の
状
態
に
復
元
で
き
る

か
、
徐
さ
ん
は
一
歩
一
歩
手
を
省
く
こ
と
な
く
、

そ
の
古
書
に
微
か
な
手
が
か
り
を
求
め
る
こ
と

に
し
た
。

そ
こ
で
彼
女
は
、
ペ
ー
ジ
の
間
に
あ
っ
た
昆
虫

の
死
骸
や
排
泄
物
、
植
物
及
び
紙
の
材
質
を
取

り
出
し
て
、
顕
微
鏡
で
細
か
く
比
較
し
た
。
実

は
修
復
作
業
で
は
、
科
学
的
な
調
査
が
と
て
も

重
要
に
な
っ
て
く
る
。
徐
さ
ん
た
ち
修
復
チ
ー

ム
は
三
種
類
の
紙
を
使
っ
て
い
る
こ
と
を
突
き

止
め
た
。
そ
れ
は
顕
微
鏡
で
、
紙
の
繊
維
の
長
さ

が
相
当
長
い
こ
と
を
発
見
し
た
の
で
あ
る
。

十
五
年
の
文
物
の
修
復
経
験
を
持
つ
徐
さ
ん

は
、
国
立
台
北
大
学
古
典
文
献
の
修
士
課
程
を

卒
業
し
、
政
治
大
学
図
書
情
報
及
び
フ
ァ
イ
ル

学
の
博
士
課
程
を
終
え
た
後
、
紙
の
研
究
に
何

年
も
費
や
し
、
紙
の
歴
史
に
と
て
も
詳
し
く

な
っ
た
。
「
中
東
の
紙
づ
く
り
の
技
術
は
唐
朝

か
ら
伝
わ
っ
た
も
の
で
、
当
時
の
ア
ラ
ビ
ア
帝

国
が
、
唐
朝
か
ら
紙
造
り
の
達
人
た
ち
を
捕
ら

え
て
連
れ
て
来
た
の
で
す
」
。
し
か
し
、
紙
の

繊
維
の
長
さ
は
中
国
で
も
時
代
と
共
に
変
化
し

て
お
り
、
唐
代
で
は
麻
の
繊
維
を
使
っ
た
紙
を

作
っ
て
い
た
が
、
ア
ラ
ビ
ア
で
は
樹
木
の
成
長

が
悪
く
、
木
の
皮
で
紙
を
作
る
の
は
稀
だ
っ

た
。
そ
こ
で
ア
ラ
ビ
ア
人
は
、
ぼ
ろ
布
と
縄
の

中
に
含
ま
れ
る
麻
の
繊
維
で
紙
を
作
っ
て
い
た
。
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このコーラン経の表紙と裏表紙には大きな穴が開いてい

る（写真下）。専門家の推測によると、本来、その牛皮を

使った表紙には宝石が埋め込まれていたが、何度も戦争

や様々な天災、人災を経て、宝石が剥がれ落ちたことで、

大きな穴が開き、牛皮は硬くなってひび割れしてしまっ

たらしい。

ページを開いてみると、ひどくまだら模様になっていて、

麻の繊維が露出していた（写真左上）。扉のページと繋ぐ

糸は切れ、三種類の虫の死骸があり、昆虫の羽のような

ものも見られたが、後でそれは花弁だと分かった（写真

左下）。修復士の目には、あらゆる病を一身に集めた、重

症患者のように映った。コーラン経には五百箇条の規則

があるが、主な内容はユダヤ教の旧約聖書、プロテスタン

トの新約聖書と似通っている。（提供・写真左上、下右・

台湾図書館。左下、下左・大愛テレビ番組作成部門）

長い年月を経て
台湾にやって来たコーラン経
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十
五
、六
世
紀
に
な
っ
て
か
ら
、
紙
の
原
料
と
し

て
麻
と
楮
皮
（
こ
う
ぞ
の
木
の
皮
）
が
出
現
し
た

ら
し
く
、
こ
の
コ
ー
ラ
ン
経
に
使
用
さ
れ
た
紙

は
、
麻
の
紙
だ
と
い
う
推
測
で
皆
が
一
致
し
た
。

紙
は
、
書
籍
を
修
復
す
る
の
に
必
要
な
材

料
の
基
本
で
あ
り
、
総
合
的
に
こ
の
古
い
コ
ー

ラ
ン
経
の
紙
の
質
を
推
測
す
る
こ
と
は
で
き
る

が
、
現
代
で
使
わ
れ
て
い
る
紙
で
類
似
し
た
も

の
を
見
つ
け
る
こ
と
は
、
な
か
な
か
難
し
か
っ

た
。
台
湾
図
書
病
院
は
、
古
い
楮
皮
で
破
れ
た

箇
所
を
修
復
し
て
み
た
こ
と
が
あ
る
が
、
書
籍

自
体
の
紙
に
貼
り
つ
け
て
も
合
わ
な
か
っ
た
。

そ
し
て
、
何
軒
も
製
紙
工
場
を
訪
ね
て
も
、
類

似
し
た
質
の
紙
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
。
そ
の
時
、
徐
さ
ん
は
、
以
前
麻
の
紙

を
購
入
し
た
こ
と
が
あ
り
、
そ
れ
が
国
立
台
湾

図
書
館
の
倉
庫
に
あ
る
こ
と
を
思
い
出
し
た
。

自
分
た
ち
の
倉
庫
で
、
数
百
年
を
経
た
コ
ー

ラ
ン
経
の
紙
の
質
と
厚
さ
及
び
年
代
が
近
い
日

本
の
麻
の
紙
を
、
遂
に
見
つ
け
た
。「
麻
の
紙
は

真
っ
白
で
す
が
、
コ
ー
ラ
ン
経
の
紙
は
ペ
ー
ジ
に

よ
っ
て
色
の
濃
さ
が
異
な
っ
て
い
た
た
め
、
古

い
紙
の
感
じ
を
出
す
方
法
を
考
え
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
で
し
た
」
と
徐
さ
ん
が
言
っ
た
。

苦
心
惨
憺
し
て
古
く
見
せ
か
け
る

新
北
市
中
和
四
号
公
園
脇
の
台
湾
図
書
館
五

階
の
片
隅
に
あ
る
「
台
湾
図
書
病
院
」
。
三
人

の
修
復
士
が
染
料
を
配
合
し
て
い
た
。
水
を
取

り
に
行
く
人
や
染
料
を
加
熱
す
る
人
の
他
、
徐

さ
ん
は
ピ
レ
ッ
ト
と
メ
ジ
ャ
ー
カ
ッ
プ
を
使
っ

て
染
料
の
必
要
量
を
グ
ラ
ム
単
位
で
計
り
な
が

ら
、
配
合
し
始
め
た
時
の
こ
と
を
思
い
出
し
た
。

修
復
す
る
前
か
ら
、
そ
の
コ
ー
ラ
ン
経
筆
写
本

は
十
五
、
六
世
紀
の
も
の
で
、
そ
の
時
代
に
使

わ
れ
て
い
た
染
料
は
現
代
の
物
と
は
異
な
る
こ

と
を
推
測
し
て
い
た
た
め
、
徐
さ
ん
は
、
植
物

性
や
鉱
物
性
の
も
の
か
ら
試
み
た
。
「
最
初
に

紙
を
染
め
て
み
た
の
は
植
物
性
染
料
で
、
様
々

な
植
物
を
煮
込
ん
で
み
ま
し
た
。
例
え
ば
、
キ

ハ
ダ
や
山
椒
に
墨
を
加
え
た
も
の
を
配
合
し
て

み
ま
し
た
が
、
思
う
よ
う
な
色
は
出
ま
せ
ん
で

し
た
」
。
何
度
植
物
性
染
料
で
試
し
て
も
、
満

足
の
い
く
も
の
は
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
時
、

彼
女
は
ふ
と
、
中
東
地
域
は
砂
漠
が
多
く
、
オ

ア
シ
ス
が
少
な
い
こ
と
に
思
い
至
り
、
鉱
物
性

染
料
に
変
え
て
み
た
。
そ
う
し
て
何
度
も
配
合

し
た
結
果
、
遂
に
配
合
比
率
を
確
定
す
る
こ
と

が
で
き
た
。

紙
の
材
料
探
し
か
ら
染
料
の
配
合
ま
で
、
徐

さ
ん
は
八
カ
月
の
時
間
を
費
や
し
た
。
中
で
も
、

文
字
を
守
る
た
め
に
、
蝉
の
羽
の
よ
う
に
薄
い

日
本
製
の
修
復
紙
「
典
具
帖
紙
」
を
使
う
こ
と

に
し
た
の
で
、
コ
ー
ラ
ン
経
の
ペ
ー
ジ
と
貼
り

合
わ
せ
る
時
、
糊
の
水
分
で
文
字
が
ぼ
や
け
な
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い
か
が
心
配
だ
っ
た
。
そ
こ
で
、
水
に
濡
ら
し

た
晒
し
布
を
固
く
絞
っ
て
か
ら
、
少
し
ず
つ
「
伸

ば
し
た
り
、
転
が
し
た
り
、
押
さ
え
つ
け
た
り

す
る
」
動
作
を
繰
り
返
し
た
。
そ
れ
は
台
湾
図

書
館
の
図
書
病
院
、
或
い
は
台
湾
全
土
で
初
め

て
行
わ
れ
た
修
復
技
法
で
あ
っ
た
。
古
書
を
修

復
す
る
時
、
決
ま
っ
た
方
法
が
あ
る
わ
け
で
は

な
く
、
古
い
感
じ
を
出
す
た
め
に
、
修
復
過
程

●
コ
ー
ラ
ン
経
の
修
復
は
手
順
を
追
っ
て
行
わ
れ
た
。
先

ず
古
書
を
低
酸
素
の
除
虫
ボ
ッ
ク
ス
に
一
週
間
入
れ
、

９
９
・
９
％
の
濃
度
の
窒
素
ガ
ス
を
注
入
し
て
、
害
虫
を
徹

底
的
に
除
去
し
た
（
写
真
右
上
）
。
そ
の
後
、
表
紙
と
中
身

を
分
離
し
、
各
ペ
ー
ジ
に
ペ
ー
ジ
数
を
入
れ
、
柔
ら
か
い

刷
毛
で
全
て
の
異
物
を
取
り
除
い
た
（
写
真
右
下
）
。
そ
し

て
、
消
し
ゴ
ム
で
時
計
回
り
に
円
を
描
い
て
乾
式
清
掃
を

施
し
た
（
写
真
上
）
。
（
写
真
・
大
愛
テ
レ
ビ
番
組
作
成
部
門
）
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の
道
理
と
同
じ
で
す
。
そ
こ
で
私
は
コ
ー
ラ
ン

経
を
書
画
に
対
す
る
方
法
で
修
復
す
る
こ
と
に

し
、
コ
ー
ラ
ン
経
の
一
ペ
ー
ジ
一
ペ
ー
ジ
を
書

画
の
よ
う
に
扱
い
ま
し
た
」
と
彼
女
が
言
っ
た
。

古
書
が
新
し
い
材
料
に
出
会
っ
た
時
、
「
古

い
も
の
の
古
さ
を
残
し
て
修
復
す
る
」
こ
と
は

最
高
の
境
地
と
言
え
る
。
徐
さ
ん
が
穏
や
か
な

が
ら
も
堅
持
を
貫
き
通
し
た
こ
と
で
、
数
百
年

の
コ
ー
ラ
ン
経
に
芸
術
性
が
加
わ
っ
た
の
で
あ

る
。
虫
の
駆
除
と
整
理
、
修
復
、
表
紙
の
作
成

な
ど
全
て
の
過
程
で
、
徐
さ
ん
は
あ
た
か
も
茨

の
道
を
進
む
よ
う
に
万
難
を
克
服
し
続
け
た

が
、
実
は
内
心
、
相
当
な
苦
労
を
し
た
。

で
は
絶
え
ず
新
し
い
可
能
性
を
試
す
必
要
が
あ

る
、
と
徐
さ
ん
は
言
う
。
古
書
の
修
復
は
文
化

の
継
承
に
お
け
る
重
要
な
作
業
で
あ
り
、
現
在

台
湾
に
は
ま
だ
東
洋
と
西
洋
の
双
方
を
教
え
る

書
籍
修
復
士
の
養
成
講
座
は
な
い
の
で
、
修
復

士
が
自
発
的
に
異
な
っ
た
領
域
の
専
門
家
に
教

え
を
請
う
し
か
な
い
。

今
回
、
数
百
年
の
コ
ー
ラ
ン
経
を
修
復
し
た

時
、
徐
さ
ん
は
特
別
に
、
書
画
を
表
装
す
る
技

法
を
用
い
て
修
復
し
た
。「
普
段
、
修
復
す
る
時
、

ペ
ー
ジ
が
重
ね
合
わ
さ
れ
る
部
分
を
三
ミ
リ
以

内
に
す
る
こ
と
で
、
視
覚
上
の
美
観
を
保
つ
こ

と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
は
書
画
を
表
装
す
る
時

い
ま
す
」
。
五
百
ペ
ー
ジ
余
り
の
コ
ー
ラ
ン
経

の
修
復
は
彼
女
が
思
っ
て
い
た
以
上
に
困
難

で
、
表
紙
を
修
復
す
る
時
に
、
止
め
て
し
ま
お

う
、
と
さ
え
思
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
、

次
の
瞬
間
、
数
百
年
前
の
コ
ー
ラ
ン
経
に
出

会
っ
た
時
の
初
心
を
思
い
出
し
た
。

二
○
二
○
年
七
月
五
日
、
モ
ス
リ
ム
の
慈
済

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
あ
る
胡
光
中
（
フ
ゥ
・
グ
ヮ
ン

ズ
ォ
ン
）
さ
ん
は
家
の
中
に
あ
っ
た
五
百
年
余

り
の
歴
史
を
持
つ
コ
ー
ラ
ン
経
筆
写
本
を
、
仏

教
慈
済
慈
善
基
金
会
の
創
設
者
で
あ
る
證
厳
法

師
に
寄
贈
し
た
。
法
師
は
、
そ
の
コ
ー
ラ
ン
経

を
め
く
っ
た
時
、
紙
が
変
色
し
て
脆
く
な
っ
て

数
百
年
の
コ
ー
ラ
ン
経
と
の
出
会
い

「
二
年
間
余
り
、
そ
の
過
程
は
本
当
に
苦
痛

以
外
の
何
も
の
で
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
私

は
、
丁
寧
に
革
製
の
表
紙
を
剥
が
し
た
瞬
間
、

涙
が
出
そ
う
に
な
り
ま
し
た
。
今
思
い
出
し
て

も
、
涙
が
出
そ
う
に
な
り
ま
す
。
本
当
に
苦
し

か
っ
た
の
で
す
。
い
つ
も
思
う
の
で
す
が
、
ど

う
し
て
あ
の
よ
う
な
物
件
を
引
き
受
け
た
の
だ

ろ
う
、
と
。
そ
れ
は
石
を
持
っ
て
、
自
分
の
足

に
落
と
す
よ
う
な
も
の
で
、
本
来
な
ら
楽
し
い

時
間
を
過
ご
せ
た
の
に
…
…
。
今
、
私
は
休
暇

を
全
部
返
上
し
て
、
こ
の
経
典
に
打
ち
込
ん
で
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本
来
の
よ
う
な
古
い
感
じ
を
出
す

修
復
作
業
は
煩
雑
で
あ
る

透
明
で
柔
ら
か
く
上
質
な
典
具
帖
紙
（
て
ん
ぐ
ち
ょ
う
し
）
は
、
両
面
印
刷
や
筆
写
に
適
し
て
お
り
、

徐
さ
ん
は
特
別
に
日
本
か
ら
高
値
で
買
い
付
け
た
（
写
真
提
供
・
大
愛
テ
レ
ビ
番
組
作
成
部
門
）
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古書はページごとに色や紙質が微妙に異なるため、古書

本来の雰囲気を出すためには、色の調合を試みる必要が

ある（写真右上＆右下）。当時の中世と中東地域の特性を

考慮した後、８カ月かけて色を試作した結果、鉱物で染

めて自然乾燥させることにした。（写真上）。（写真提供　

写真右上・台湾図書館。その他・大愛テレビ番組作成部門）
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修
復
作
業
で
は
接
着
後
の
接
着
剤
の
水
分
で
文
字
が
汚

れ
な
い
よ
う
に
刷
毛
や
ピ
ン
セ
ッ
ト
な
ど
の
道
具
を
使

い
、
固
く
絞
っ
た
晒
し
布
で
優
し
く
押
し
た
り
、
転
が

し
た
り
、
押
し
付
け
た
り
し
な
が
ら
丁
寧
に
作
業
を
進

め
た
。
（
写
真
提
供　

写
真
中
・
台
湾
図
書
館
。
そ
の
他
・

大
愛
テ
レ
ビ
番
組
作
成
部
門
）

い
て
、
虫
ま
で
つ
い
て
い
る
こ
と
に
気
づ
い
た
。

そ
こ
で
、
修
復
す
る
考
え
が
頭
を
も
た
げ
、
胡
さ

ん
と
呉
英
美
（
ウ
ー
・
イ
ン
メ
イ
）
さ
ん
に
も
協

力
し
て
も
ら
っ
て
図
書
病
院
で
修
復
し
て
も
ら

う
こ
と
に
し
た
。

そ
の
時
の
法
師
の
無
私
の
大
愛
と
宗
教
家
と

し
て
の
心
情
は
、
徐
さ
ん
に
深
い
感
銘
を
与
え

た
。
徐
さ
ん
は
仏
教
徒
で
も
イ
ス
ラ
ム
教
徒
で
も

な
い
が
、
経
典
の
書
籍
を
尊
重
す
る
心
で
修
復
作

業
を
続
け
た
。
最
初
の
頃
、
彼
女
は
豚
肉
を
食

べ
る
の
を
や
め
、
よ
く
コ
ー
ラ
ン
経
と
対
話
し

た
。
無
意
識
の
う
ち
に
、
背
中
を
押
し
て
く
れ

る
力
を
感
じ
、表
紙
を
剥
が
す
こ
と
を
決
意
し
た
。

「
実
は
最
初
、
表
紙
は
修
復
し
な
く
て
も
よ
い
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。
と
い
う
の
も
、
表
紙
の
損
傷

が
激
し
く
、
皮
革
そ
の
も
の
が
硬
く
な
っ
て
い

た
か
ら
で
す
。
私
は
上
人
が
長
い
間
菜
食
し
て
い

ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
ま
し
た
。し
か
し
、

動
物
の
皮
を
使
わ
ず
、
一
般
的
な
Ｐ
Ｕ
皮
革
を

使
っ
た
ら
、
元
の
感
触
を
出
す
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
上
人
が
私
た
ち
を
信
頼
し
、
専
業
を
尊

重
し
て
く
れ
た
こ
と
で
、
一
層
修
復
作
業
を
進

め
る
力
が
出
ま
し
た
。
と
て
も
感
謝
し
て
い
ま

す
」
と
徐
さ
ん
が
言
っ
た
。
證
厳
法
師
の
支
持
と

コ
ー
ラ
ン
経
の
導
き
で
、
徐
さ
ん
は
ア
メ
リ
カ
の

最
新
技
術
を
使
っ
て
、「
紙
を
使
っ
た
」
表
紙
の

修
復
を
進
め
、
皮
革
の
老
化
を
遅
ら
せ
る
こ
と

に
成
功
し
た
。
新
た
に
作
ら
れ
た
表
紙
を
古
い



大愛テレビ局が作成した《コーラン経本の修復：

本来の状態――古代コーラン経本の復元》のド

キュメンタリーが、第５７回ヒューストン国際映

画祭の宗教類動画制作で「シルバー賞」に輝いた。 ドキュメンタリー

●５００ページ余りに及ぶ《コーラン経》の筆写本。原本のページ

は殆ど損傷していたが、台湾図書病院のチームが３年近い時間を

かけて修復した。任務が完了して静思精舎に送り返した時、台湾

の古書籍修復技術の水準の高さが証明されたと同時に、宗教の垣

根を超えた愛と尊重の情を目にすることができた。
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十
五
、
六
世
紀
の
歴
史
の
軌
跡
と
奥
深
い
文
化

を
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
台
湾
図
書
館
の

曹
翠
英
（
ザ
オ
・
ツ
イ
イ
ン
）
館
長
に
よ
る
と
、

コ
ー
ラ
ン
経
は
イ
ス
ラ
ム
教
の
と
て
も
重
要
な

経
典
で
、
そ
れ
を
元
来
の
姿
に
近
づ
け
て
修
復

し
た
の
で
あ
る
。
台
湾
図
書
病
院
に
と
っ
て
も

修
復
し
た
最
古
の
西
洋
古
書
の
最
初
の
ケ
ー
ス

で
あ
り
、
こ
の
事
は
歴
史
的
に
意
義
が
大
き
く
、

専
門
職
の
能
力
が
肯
定
さ
れ
た
出
来
事
で
も
あ

る
の
だ
。
（
経
典
雑
誌
三
〇
〇
期
よ
り)

な
も
の
で
、
毎
日
、
中
身
の
ペ
ー
ジ
や
表
紙
の

変
化
を
観
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
特

に
修
復
の
最
終
段
階
で
は
、
図
書
館
に
着
く
と
、

真
っ
先
に
コ
ー
ラ
ン
経
に
挨
拶
に
行
っ
た
。「
何

故
、
そ
の
古
書
の
修
復
に
あ
れ
ほ
ど
時
間
を
か

け
た
か
と
い
う
と
、
も
ち
ろ
ん
歴
史
的
な
意
義

が
あ
り
、
紙
に
価
値
が
あ
る
か
ら
で
す
。
私
た

ち
の
行
い
は
正
に
文
化
の
伝
承
な
の
で
す
。
も

し
今
、
丁
寧
に
修
復
し
な
け
れ
ば
、
未
来
の
人

は
こ
の
経
典
も
紙
も
文
字
も
目
に
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
」
と
徐
さ
ん
が
言
っ
た
。

こ
の
一
冊
の
古
書
の
修
復
に
三
年
近
い
時
間

を
費
や
し
た
。
効
率
を
追
求
す
る
今
の
時
代
で
、

修
復
師
の
手
の
器
用
さ
が
証
明
さ
れ
、
紀
元

表
紙
に
糊
付
け
す
る
こ
と
で
、
コ
ー
ラ
ン
経
本

来
の
様
相
が
復
元
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

古
書
の
修
復
は
文
化
の
伝
承

「
フ
ラ
ン
ス
の
有
名
な
修
復
師
で
も
、
三
十
％

以
上
損
傷
し
て
い
る
書
籍
は
修
復
し
な
い
こ
と

に
し
て
い
る
そ
う
で
す
が
、
こ
の
コ
ー
ラ
ン
経

の
損
傷
範
囲
は
非
常
に
広
く
、
特
別
な
重
大
疾

患
を
抱
え
て
い
る
病
人
の
よ
う
な
も
の
で
す
。

殆
ど
一
冊
全
体
を
修
復
し
ま
し
た
。
時
間
を
か

け
て
丁
寧
に
ケ
ア
し
、
各
段
階
で
細
心
の
注
意
を

払
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」。
徐
さ
ん
に
と
っ

て
、
こ
の
コ
ー
ラ
ン
経
は
彼
女
の
患
者
の
よ
う

●
修
復
さ
れ
た
経
典
は
、
徐
美
文
さ
ん
が
證
厳
法
師
に
手

渡
し
た
。
「
こ
れ
か
ら
も
コ
ー
ラ
ン
経
を
尊
重
し
て
参
り
ま

す
。
こ
の
書
籍
は
数
百
年
の
時
を
超
え
て
存
在
し
た
価
値

が
あ
り
、
私
は
大
切
に
し
ま
す
」
と
法
師
が
言
っ
た
。
（
写

真
提
供
・
慈
済
基
金
会
）
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事
を
成
す
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
し
た
。
そ
う
す
れ
ば
、
事
は
順
調
に
運
び
、
よ

り
人
間
（
じ
ん
か
ん
）
を
利
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
そ
し
て
今
、
教
育
界

に
こ
れ
ほ
ど
多
く
の
心
あ
る
人
や
教
育
に
熱
意
を
持
つ
人
が
い
て
、
慈
済
と
交
流

し
て
い
る
の
を
見
る
と
、
大
き
く
希
望
に
満
ち
て
く
る
の
を
感
じ
ま
す
。
皆
さ
ん

が
心
し
て
努
力
す
る
こ
と
で
、
仏
法
を
人
間
（
じ
ん
か
ん
）
に
根
付
か
せ
て
く
れ

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
仏
法
を
講
釈
し
た
り
、
仏
教
の
名
を
使
っ
た
り
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ
け
で
は
な
く
、
人
間
（
じ
ん
か
ん
）
を
利
し
て
、
人
心
の

偏
り
を
正
し
く
導
き
さ
え
す
れ
ば
、
心
は
広
く
な
り
、
何
事
も
人
の
た
め
に
と
思

う
よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
は
即
ち
、
仏
陀
が
こ
の
世
に
来
て
衆
生
を
悟
り
に
導

こ
う
と
し
た
心
願
を
達
成
す
る
こ
と
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。

上
人
は
言
い
ま
し
た
。
「
こ
の
世
で
何
か
を
し
よ
う
と
し
て
、
自
分
と
違
っ
た

考
え
方
と
や
り
方
を
持
っ
た
人
に
出
会
っ
た
時
、
批
判
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

が
、
そ
れ
を
自
分
へ
の
注
意
の
喚
起
と
受
け
取
り
、
間
違
い
を
犯
し
て
は
な
ら
な

い
と
自
分
自
身
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
、
批
判
し
て
く
れ
た
人
が
教
育
し
て
く
れ
た
の

だ
と
思
っ
て
感
謝
す
べ
き
で
す
」
。

完
璧
な
人
は
い
な
い　

お
互
い
に
尊
重
し
合
お
う

慈
済
学
術
諮
問
顧
問
委
員
会
の
昭
慧
法
師
と
十
数
名
の
教
授
や
準
教
授
た
ち

が
、
上
人
と
座
談
し
ま
し
た
。

上
人
は
こ
う
語
り
ま
し
た
。
自
分
は
元
々
と
て
も
内
気
で
、
人
前
で
談
話
す
る

こ
と
は
滅
多
に
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
人
間
（
じ
ん
か
ん
）
に
苦
難
が

多
い
た
め
、
何
か
人
の
役
に
立
つ
こ
と
が
し
た
い
と
常
々
思
っ
て
い
ま
し
た
。
そ

の
た
め
に
は
、
よ
り
多
く
の
同
じ
志
を
持
っ
た
人
の
力
を
集
め
て
、
心
を
一
つ
に

◎
文
・
釋
徳

／
訳
・
済
運

批
判
を
警
鐘
と
受
け
止
め
る

人
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
見
方
が
あ
り
、

批
判
を
注
意
の
喚
起
と
受
け
止
め
、

批
判
し
た
人
が
教
育
し
て
く
れ
た
の
だ
、
と
感
謝
し
ま
し
ょ
う
。
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北
投
区
の
リ
サ
イ
ク
ル
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
、
ミ
ル
ク
ボ
ト
ル
や

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
缶
な
ど
を
使
っ
て
、
今
に
も

羽
ば
た
き
そ
う
な
龍
を
作
成
し
た
。
（
1
月
1
1
日
）

北
投
区
の
リ
サ
イ
ク
ル
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
あ
る

陳
政
祥
（
ツ
ン
・
ヅ
ン
シ
ャ
ン
）
師
兄
は
、
辰
年

を
迎
え
る
に
当
た
っ
て
、
回
収
し
た
ミ
ル
ク
ボ
ト

ル
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
缶
な
ど
を

使
っ
て
、
器
用
に
、
今
に
も
羽
ば
た
き
そ
う
な
龍

を
作
成
し
ま
し
た
。
上
人
は
そ
れ
を
例
に
挙
げ
て

こ
う
言
い
ま
し
た
。
「
ゴ
ミ
の
分
別
と
資
源
の
回

収
に
は
、
大
き
な
道
理
の
教
育
の
意
義
が
含
ま
れ

て
い
ま
す
。
慈
済
の
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
に
は

多
く
の
高
齢
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
い
て
、
あ
ら
ゆ
る

種
類
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
手
で
触
る
だ
け
で
、
非

常
に
細
か
く
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
け
で
な

く
、
参
観
者
に
も
話
し
か
け
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
回
収
物
か
ら
人
々
が
称
賛
す

る
よ
う
な
美
し
い
芸
術
品
ま
で
も
作
り
出
し
て
い
ま
す
。
高
学
歴
で
は
な
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
智
慧
を
持
っ
て
お
り
、
人
に
は
無
限
の
可
能
性
が
秘
め
ら
れ
て

い
る
こ
と
を
証
明
し
て
い
ま
す
。

食
事
前
の
五
観
の
偈
（
五
つ
の
心
構
え
）

歳
末
祝
福
会
で
二
〇
二
三
年
の
「
慈
済
大
蔵
経
」(

二
〇
二
三
年
の
回
顧)

の
ビ

デ
オ
が
放
映
さ
れ
ま
し
た
が
、
世
界
で
四
大
元
素
の
不
調
和
に
よ
る
数
多
く
の
災

害
と
、
人
心
の
不
調
和
に
よ
る
戦
禍
が
起
き
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
上
人

は
感
慨
深
げ
に
言
い
ま
し
た
。
こ
の
世
は
苦
難
ば
か
り
で
す
が
、
皆
さ
ん
は
平
和

な
台
湾
で
暮
ら
せ
る
と
い
う
こ
と
に
、
心
か
ら
感
謝
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

古
代
の
僧
が
私
た
ち
に
、
目
の
前
に
あ
る
食
べ
物
は
容
易
に
得
ら
れ
た
も
の
で

な
い
の
だ
か
ら
感
謝
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
『
五
観
の
偈
』
を
教
え
て
い
ま

す
。
食
事
す
る
時
に
持
つ
べ
き
五
つ
の
心
構
え
と
は
‥
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•
 

一
つ
に
は
功
の
多
少
を
計
り
、
彼
の
来
処
を
量
る
。

•
 

二
つ
に
は
己
が
徳
行
の
全
欠
を
忖
っ
て
、
供
に
応
ず
。

•
 

三
つ
に
は
心
を
防
ぎ
、
過
を
離
る
る
こ
と
は
、
貪
等
を
宗
と
す
。

•
 

四
つ
に
は
正
に
良
薬
を
事
と
す
る
は
、
形
枯
を
療
ぜ
ん
が
た
め
な
り
。

•
 

五
つ
に
は
成
道
の
た
め
の
故
に
、
今
こ
の
食
を
受
く
。

上
人
は
こ
う
解
説
し
ま
し
た
。
「
一
つ
目
の
意
味
を
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

目
の
前
に
あ
る
ご
飯
は
、
種
籾
を
撒
き
、
苗
に
な
れ
ば
田
に
植
え
、
成
長
す
る
と

稲
穂
が
実
り
、
そ
れ
を
収
穫
し
て
脱
穀
し
、
包
装
を
経
て
初
め
て
流
通
販
売
さ
れ
、

そ
れ
が
家
々
に
届
く
の
で
す
。
そ
の
過
程
で
ど
れ
だ
け
の
労
力
と
時
間
を
費
や
し

て
、
大
変
な
農
耕
作
業
が
行
わ
れ
て
き
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
ガ
ス
や
電
気
、

そ
し
て
調
理
器
具
も
あ
っ
て
こ
そ
、
香
ば
し
い
ご
飯
が
炊
き
上
が
る
の
で
す
。
で

す
か
ら
食
事
す
る
時
、
必
ず
感
謝
の
気
持
ち
と
共
に
、
自
分
は
人
間
（
じ
ん
か
ん
）

で
ど
ん
な
貢
献
を
し
て
徳
を
積
ん
だ
か
、
こ
の
よ
う
な
美
味
し
い
食
事
を
す
る
に

値
す
る
か
、
を
考
え
て
み
る
の
で
す
。
精
舎
の
常
住
尼
僧
た
ち
が
自
力
耕
（
更
）

生
し
て
い
る
の
は
、
こ
う
考
え
て
い
る
か
ら
な
の
で
す
」
。

ま
た
、
警
戒
心
を
高
め
、
自
分
の
心
が
偏
っ
て
徳
が
失
わ
れ
な
い
よ
う
、
過
ち

か
ら
遠
ざ
か
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
「
何
故
、
徳
が
失
わ
れ
る
の
か
？
欲
が

あ
る
か
ら
で
す
。
自
分
は
欲
を
起
こ
し
た
の
で
は
な
い
か
と
反
省
し
ま
し
ょ
う
。

こ
の
食
事
は
、
お
腹
を
満
た
し
て
栄
養
を
補
給
す
る
た
め
に
頂
く
の
で
あ
っ
て
、

美
味
し
い
も
の
を
食
べ
た
い
と
い
う
欲
望
で
選
ん
だ
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。『
健

康
を
保
つ
た
め
の
良
き
薬
と
受
け
止
め
る
』
の
で
す
。
欲
を
起
こ
さ
な
け
れ
ば
、

間
違
い
を
起
こ
し
て
業
を
造
る
事
は
あ
り
ま
せ
ん
」
。

上
人
は
言
い
聞
か
せ
ま
し
た
。
お
粥
も
食
事
も
簡
単
に
得
ら
れ
る
も
の
で
は
な

い
の
だ
か
ら
、
感
謝
の
気
持
ち
を
持
っ
て
頂
く
の
で
す
。
姿
勢
を
正
し
て
座
り
、「
悟

り
を
開
く
に
は
こ
の
食
事
を
受
け
取
る
べ
き
で
あ
る
」
と
自
分
に
言
い
聞
か
せ
ま

し
ょ
う
。
修
行
を
し
て
い
く
た
め
に
は
健
康
で
い
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
う
す
れ

ば
十
分
に
体
力
が
つ
い
て
心
身
が
整
え
ら
れ
ま
す
。
や
る
べ
き
こ
と
を
成
し
遂
げ
、

時
間
を
無
駄
に
せ
ず
、
悟
り
に
到
達
す
る
の
で
す
。

足
る
こ
と
を
知
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
欲
念
を
取
り
除
く
こ
と
が
で
き
、
日
々
が

と
て
も
満
足
し
た
も
の
で
あ
れ
ば
、
自
ず
と
、
感
謝
と
喜
び
の
心
を
持
つ
と
共
に
、

奉
仕
す
る
こ
と
に
喜
び
を
覚
え
、
善
行
し
て
人
助
け
す
る
こ
と
で
徳
行
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
（
慈
済
月
刊
六
八
八
期
よ
り)



午
前
７
時
５
８
分
、
台
湾
東
部
沖
で
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
・
２
の
強
い
地
震
が
発
生

し
、
花
蓮
県
で
最
大
震
度
６
の
揺
れ
が
起
き
、
死
者
１
０
人
以
上
、
負
傷
者
千
人

余
り
、
多
数
の
家
屋
が
損
壊
す
る
被
害
が
出
た
。
慈
済
基
金
会
は
８
時
２
０
分
に

本
部
で
災
害
対
応
セ
ン
タ
ー
を
立
ち
上
げ
、
県
政
府
と
協
調
し
て
災
害
支
援
を
進

め
た
。
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四
月
の
出
来
事
　

…
…
…
…
…
…
…

訳
・
済
運

慈
済
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
支
部
の
家
屋
建
設
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
２
０
０
６
年
か

ら
首
都
ジ
ャ
カ
ル
タ
で
展
開
さ
れ
、
そ
の
後
当
国
の
各
地
に
広
め
て
い
る
。
本
日
、

西
ジ
ャ
ワ
州
ス
カ
ブ
ミ
県
で
完
成
し
た
３
戸
の
入
居
式
が
行
わ
れ
、
同
時
に
１
０

キ
ロ
の
米
と
２
０
パ
ッ
ク
の
静
思
書
軒
提
供
の
乾
麺
を
含
む
６
０
セ
ッ
ト
の
生
活

０
４
・
０
４

◎
ア
メ
リ
カ
の
オ
ハ
イ
オ
州
と
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
州
で
、
そ
れ
ぞ
れ
２
月
２
８
日
と

３
月
１
４
日
に
竜
巻
が
襲
い
、
多
数
の
建
築
物
が
損
壊
し
、
３
人
が
死
亡
し
た
。

慈
済
シ
カ
ゴ
支
部
は
４
月
６
日
、
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
州
で
配
付
を
行
い
、
全
壊
ま
た

は
ひ
ど
く
損
壊
し
た
３
３
世
帯
の
９
８
人
に
１
０
０
０
米
ド
ル
の
買
い
物
カ
ー
ド

と
祝
福
パ
ッ
ク
を
贈
呈
し
た
。
同
月
１
４
日
に
は
オ
ハ
イ
オ
州
で
配
付
が
行
わ

れ
、
８
０
０
米
ド
ル
の
買
い
物
カ
ー
ド
と
祝
福
パ
ッ
ク
を
５
８
世
帯
の
１
７
４
人

に
贈
っ
た
。

◎
ア
メ
リ
カ
・
ハ
ワ
イ
の
慈
済
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
マ
ウ
イ
島
森
林
火
災
被
災
者
支

援
で
、
２
０
２
３
年
８
月
に
続
い
て
本
日
、
甚
大
被
災
地
区
の
ラ
ハ
イ
ナ
町
の
住

民
で
、
幼
児
や
病
気
の
高
齢
者
が
い
る
世
帯
の
う
ち
、
支
援
を
必
要
と
し
て
い
る

１
４
５
世
帯
に
買
い
物
カ
ー
ド
を
提
供
し
た
。

０
４
・
０
６

物
資
が
現
地
の
住
民
に
配
付
さ
れ
た
。



 0403花蓮地震 慈済の支援活動図

支援項目
応急手当てと祝福セットの提供
避難所への支援
奉仕センターの立ち上げ
構造上問題のない、小規模損壊住宅の修繕
入院している負傷者への見舞い
被災者の落ち着き先支援

桃園市

桃園区

新北市中和区 暖暖区

新北市土城区

台北市と新北市 基隆

花蓮県

中壢市

● �応急手当て1,479世帯� �●見舞金46人

●祝福セット1,725パック�

●炊き出し6,256食

●ミネラルウォーター105箱�

●福慧ベッド�延べ530床

●間仕切りテント105帳��������������●毛布424枚

●家屋の修繕　通報件数215戸、視察後に施工

●ボランティア動員数�延べ4,157人

●世界46の国と地域で愛を募る募金活動を展開

支援統計 2024年4月3日〜4月22日

震度
1 2 3 4 5- 5+ 6- 6+ 7

花蓮市

新城郷

吉安郷

天王星ビル

秀林郷

花蓮国軍総病院

花蓮慈済病院



●４月５日午前７時半、１機目のヘリコプターが着陸し、慈

済が支援した物資を受け取った（下）。天祥地区に留まって

いた外国人観光客たちは機内から降りても動悸が止まらず、

ボランティアが関心を寄せた（左）。（撮影・陳光華）

当時、山岳地帯に足止めされていた観光客やホテル従業員、

民衆及び天祥派出所や保七総隊など公的機関の人員、合わせ

て６００人余りが食糧と水を必要としていた。慈済は花蓮警

察、内政部空勤総隊と協力し、道路が開通されるまで持ち堪

えられるよう、２回に分けて空輸すると共に、世界中の慈済

人の気遣いを第一線にいる捜索隊員に届けた。

2024・5103



臨時の住まい　尊厳と安全

災害救助の利器は、慈善経験の
蓄積と啓発から始まる。
エコ素材：大衆を守ると同時に
地球の資源を大切にする。

（撮影・許政雄）

開発

材質

特徴

ジンスー福慧エコ間仕切りテント
2019年〜2020年にかけて災害予防訓練とボランティア
訓練で使用を開始。　　　　重量　7.56キロ　
一張り分の生地は、回収された600ml入りのPETボトル
280本を使用して生産。
・コンパクト収納で、2分以内に組み立て完了可能。
・個人空間を仕切り、プライバシーが向上
・延焼防止効果のある化学繊維テント生地
・弾力性のあるワイヤーフレームを使用しているので、
　支柱を立てる必要がない。

1

1

2024・5105 慈済ものがたり 104



●地震が発生した当日の昼、慈済は政府が立

ち上げた避難所を支援した。その晩、精舎の

師父が訪れて被災者を見舞った。

　　　　　　　　　　　　　（撮影・陳榮欽）

（撮影・鄭啓聡、蔡素美）

開発
材質
特徴

大愛感恩科技公司のエコ毛布
2006年。以後、改良を続け、厚手のものもある。
回収PETボトル67本　　　重量　1809グラム
・�柔らかくて保温性が良い。洗濯が簡単で乾き
が早い。水洗いしても色褪せしない。

・�水を使わない先染めをすることによって、生
地の染色工程で発生する水汚染を防いでお
り、節水と同時に、化学物質による環境への
二次汚染を大幅に減らしている。

・�100％回収PETボトルから再生されており、
「ゆりかごからゆりかごまで(C2C)」のシル
バー級認証を得ている。

開発
材質
特徴

ジンスー多機能福慧ベッド
2013年　　重量　15キロ　
食品包装用PP。皮膚に接触しても安全。
・耐荷重は150キロ
・素手で組み立てられ、道具は不必要。
・�ベッドは通気孔がある設計で、通気性が良
く、快適。

・�地面から30センチの高さがあり、湿気が多
くて蒸し暑い所や浸水した環境にも使用可。

・�この他、福慧テーブルと椅子があり、全て
折りたたみ式で、持ち運びに便利。

2

2

3

3
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０
４
・
１
１

慈
済
基
金
会
と
Ａ
Ｓ
Ｕ
Ｓ
は
、
「
企
業
共
善
協
力
活
動
」
で
覚
書
を
交
わ
し
た
。

◎
３
月
１
４
日
夜
間
、
ア
メ
リ
カ
中
西
部
は
竜
巻
に
襲
わ
れ
、
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
州

ウ
ィ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
市
と
そ
の
周
り
の
町
が
大
き
な
被
害
を
受
け
た
。
慈
済
イ
ン

デ
ィ
ア
ナ
連
絡
所
は
１
７
日
、
被
災
地
区
の
視
察
を
行
っ
た
。
本
日
シ
カ
ゴ
・
デ
イ

ト
ン
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
当
市
で
３
３
世
帯
に
買
い
物
カ
ー
ド
と
マ
フ
ラ
ー
、
エ

コ
毛
布
、
即
席
麺
な
ど
を
含
む
祝
福
パ
ッ
ク
を
配
付
し
た
。

０
４
・
０
７

慈
済
カ
ン
ボ
ジ
ア
連
絡
所
は
、
２
０
１
６
年
か
ら
プ
ノ
ン
ペ
ン
市
ダ
ン
コ
ー
区
の

ゴ
ミ
山
周
辺
に
住
み
、
廃
棄
物
を
拾
っ
て
生
活
を
し
て
い
る
住
民
に
対
し
て
、
三

カ
月
に
一
回
、
定
期
的
に
配
付
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
本
日
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は

４
７
４
世
帯
の
住
民
に
、
米
と
ビ
ス
ケ
ッ
ト
、
ト
ー
ス
ト
、
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー

タ
ー
な
ど
を
配
付
す
る
と
共
に
、
０
４
０
３
花
蓮
地
震
被
災
者
の
た
め
の
祈
り
と

竹
筒
貯
金
箱
に
よ
る
愛
の
心
を
募
る
活
動
を
行
っ
た
。
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日
本
の
慈
済
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
０
４
０
３
花
蓮
地
震
で
街
頭
募
金
を
始
め
た
。

１
４
日
、
東
京
で
、
新
宿
と
新
大
久
保
駅
で
の
募
金
活
動
、
代
々
木
の
ホ
ー
ム
レ

ス
へ
の
配
付
、
人
文
教
室
で
の
活
動
な
ど
が
行
わ
れ
た
。
大
阪
で
は
、
西
城
区

で
炊
き
出
し
を
行
っ
た
際
、
日
雇
い
労
働
者
た
ち
か
ら
愛
の
募
金
を
募
っ
た
他
、

１
７
日
か
ら
２
３
日
ま
で
天
王
寺
の
近
鉄
デ
パ
ー
ト
前
で
街
頭
募
金
活
動
を
行
う
。

０
４
・
１
２

０
４
・
１
３

慈
済
ア
メ
リ
カ
総
支
部
は
「
心
を
一
つ
に
共
善
し
、
愛
を
台
湾
に
届
け
る
」
愛
の

募
金
活
動
を
展
開
し
、
本
日
、
仙
台
市
の
有
名
な
店
で
あ
る
「G

yutan�Tsukasa�

USA
�Inc.

」
の
鈴
木
大
介
副
総
裁
と
木
原
智
美
経
理
部
長
が
相
沢
幸
司
総
裁
の
代

表
と
し
て
、
サ
ン
デ
ィ
マ
ス
志
業
パ
ー
ク
に
１
０
万
ド
ル
を
寄
付
し
た
。
こ
れ
は
、

０
４
０
３
花
蓮
地
震
で
影
響
を
受
け
た
学
校
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
な
ど
の
設
備
を

提
供
す
る
他
、
各
種
教
育
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
し
て
、
学
生
た
ち
の
デ
ジ
タ
ル
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
で
の
学
習
向
上
を
支
援
す
る
。

０
４
・
０
６
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慈
済
ア
メ
リ
カ
総
支
部
は
、
「
ア
メ
リ
カ
国
土
安
全
保
障
省
、
信
仰
に
基
づ
く
近
隣

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ 

セ
ン
タ
ー(

Ｄ
Ｈ
Ｓ
セ
ン
タ
ー)

」
の
要
請
に
応
じ
、
ア
メ

リ
カ
合
衆
国
連
邦
緊
急
事
態
管
理
庁
（
Ｆ
Ｅ
Ｍ
Ａ
）
が
主
催
す
る
「
他
宗
教
リ
ー

ダ
ー
に
よ
る
気
候
変
動
の
影
響
か
ら
の
回
復
力
に
関
す
る
円
卓
会
議
」
に
参
加
し

た
。
そ
し
て
、
初
め
て
福
慧
ベ
ッ
ド
や
福
慧
間
仕
切
り
、
最
新
の
研
究
で
開
発
さ

れ
た
蚊
帳
と
「
福
慧
収
納
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
」
な
ど
ジ
ン
ス
ー
福
慧
家
具
シ
リ
ー
ズ

を
展
示
し
た
。

０
４
・
１
７

２
０
１
１
年
３
月
１
１
日
の
東
日
本
大
震
災
の
後
、
台
湾
国
民
と
慈
済
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
日
本
の
被
災
者
に
対
し
て
行
っ
た
ケ
ア
と
支
援
へ
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
で
あ
る
。

◎
大
愛
テ
レ
ビ
局
が
作
成
し
た
《
コ
ー
ラ
ン
経
本
の
修
復
‥
本
来
の
状
態
―
―
古

代
コ
ー
ラ
ン
経
本
の
復
元
》
と
《
仏
教
精
神
の
味
》
の
二
つ
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
が
、
第
５
７
回
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
国
際
映
画
祭
の
宗
教
類
動
画
制
作
及
び
短
編

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
部
門
で
「
シ
ル
バ
ー
賞
」
に
輝
い
た
。

◎
慈
済
基
金
会
の
顔
博
文
執
行
長
は
本
日
、
日
本
中
日
新
聞
社
の
オ
ン
ラ
イ
ン
に

よ
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
と
、
東
京
放
送
テ
レ
ビ
局
（
Ｔ
Ｂ
Ｓ
）
取
材
チ
ー
ム
に
よ
る

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
静
思
精
舎
で
受
け
、
台
湾
の
０
４
０
３
花
蓮
地
震
と
能
登
半
島

地
震
後
の
慈
済
の
緊
急
支
援
及
び
動
員
、
運
用
等
に
関
す
る
行
動
に
つ
い
て
分
か

ち
合
っ
た
。

０
４
・
２
４

阪
府
池
田
市
の
池
田
く
れ
は
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
と
千
葉
県
つ
く
ば
市
の
つ
く
ば

シ
テ
ィ
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
に
代
わ
っ
て
、
４
５
万
円
を
寄
贈
し
て
、
慈
済
の

０
４
０
３
花
蓮
地
震
支
援
活
動
に
呼
応
し
た
。

０
４
・
２
３

慈
済
基
金
会
の
「
企
業
共
善
合
作
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
、
本
日
、
植
境
複
合
概
念

館
に
お
い
て
、
台
北
老
松
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
と
共
同
で
「
慈
善
協
力
寄
贈
式
」

を
行
っ
た
。
当
ク
ラ
ブ
は
他
の
団
体
と
共
に
１
０
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慈済ものがたり慈済日本サイト

０４０３台湾　花蓮地震

花蓮市にある天王星ビルは４月３日の強い地震で傾き、捜索救助隊員が到

着した。（撮影・羅明道）

地震の後、台湾全土で１００棟以上の建物に赤（危険）や黄色（要注意）の

紙が貼られた。甚大被災地の花蓮では、慈済が公共機関と協力して第一線

の救助人員のニーズに合わせて支援し、避難所の設置を効率よく行った。

そして、地震発生から２４時間以内に 1 回目のお見舞金が届けられ、４月

半ばまでに１４００世帯余りに配付を終えた。続いて家屋の修繕に着手し、

被災者の心身を落ち着かせた。


